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１１．．国国際際主主義義教教育育とと海海外外留留学学    

 
 同志社女子大学は、１８７６年１０月２４日に新島八重とアメリカ人宣教団体（アメリカン・ボー

ドとウーマンズ・ボード）の尽力によってスタートした女子塾（KIOTO HOME）を前身としま

す。そして翌年４月２１日、新島襄を校長に同志社女学校（当時の名称は同志社分校女紅場）とし

て正式に開学しました。アメリカから帰国したばかりの新島は、アーモスト大学、そしてアンド

ーヴァー神学校などで学び、初めて欧米の高等教育機関から学位を取得した日本人でした。 
 また新島は、アメリカでの留学経験や岩倉使節団に随行して欧米の教育制度を視察する中で、

ただ一国からの視点だけではなく、国際的視野にたって歴史や事象を俯瞰し、分析することので

きる能力を養う教育の重要性を認識し、それを実践しようとしました。すなわち｢国際主義教育｣

を目指したのです。そして、彼が同志社教育に託したこの想いは、「キリスト教主義」そして「リ

ベラルアーツ教育」と三位一体の関係となって、今も本学教育の基本理念として、脈々と受け継

がれています。 
 このように、本学の創設期以来受け継がれてきた「国際主義教育」は、グローバル化が進展す

る今の社会の中で、ますます重要性を増しています。すなわち、宗教や文化、言語や民族、ある

いは社会制度の違いなどから生じる様々な価値観を認め、受容し、グローバルな視点から世界を

見つめ共生の道筋を探ること、これが今ほど求められている時代はなかったでしょう。 
 海外留学は、このような「国際主義教育」の絶好の機会を与えてくれるはずです。ひとりでも

多くの人が、本学の留学制度の意義を理解して積極的に活用し、本学が目指す「国際的視野に立

って建設的に、かつ責任をもって生活し得る女性」（学則第１条）となることを期待しています。 
 
２２．．海海外外留留学学のの意意義義   

 
 それでは、皆さんが目指している「海外留学」の意義は何でしょうか。それは、外国語を上達

させたり、専攻分野をさらに深く研究したりすることにとどまりません。言語・風俗・習慣の違

いだけではなく、気候や風土などの自然条件の違いも含めて、全く異なる環境の中で、学生生活

を体験することだけでも大きな収穫となるでしょう。世界の文化に触れ、お互いの価値観の違い

を認め合う学びを実践することで、日本国内にいた時には気づくことのなかった「国際社会にお

ける日本」を意識し、「世界市民」としての生き方について考えさせられる契機ともなるでしょう。 
 しかし一方で、留学が必ずしも楽しい生活やすばらしい結果を保証するものではないことを肝

に銘じておく必要もあります。また、留学すれば必ず語学が上達したり、満足のいく就職ができ

たりというわけではありません。さらに、外国生活の中での思わぬ病気や事故の可能性、文化・

習慣・考え方の違いから生じる摩擦、何らかの犯罪に巻き込まれる危険性もあらかじめ想定する

必要があります。 
 留学、特に若い間の留学は、その後の人生を変えうる大きな契機ともなり得ます。しかし、留

学はただ『行ってみたい』というあこがれや熱意だけで実現できるものではありません。自分自

身で留学の目的と将来の展望を明確にし、現実性のある計画を立て、充分な準備をする必要があ

るのです。そうすることによって初めて、深い経験と新しい世界への興味を喚起する重要な機会

となるなど、留学で得た経験は皆さんをひとまわり大きくし、将来に向かって新たな希望と自信

を与えてくれる絶好のチャンスになるといえます。同志社女子大学の海外留学制度が、皆さんに

とって人生の大きなステップになることを期して止みません。 
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３３．．海海外外留留学学をを決決めめるるににああたたっってて    
 
 何事をするにも目的というものがあります。留学は学生時代における大きな出来事となります。

何のために留学するのか、それをよく考えておく必要があります。海外へ行ってみたい、という

のは大切な気持ちですが、せっかく留学するのであれば、それをどう活かすかを考えることこそ

が大切です。「まあ、とりあえず留学でもしてみよう」といった曖昧な態度では、結局「お金と時

間とエネルギーのムダ遣い」に終わってしまうということになりかねません。 
 そこで、以下の問い掛けを参考にしながら、自分自身の留学について具体的に考えてみましょ

う。自分自身を、そして家族や周囲の人々を納得させられる答えが得られるように、よく考えて

みてください。 
 また、本学の留学制度にはいくつかの種類があります（第２章参照）。それぞれ目的・内容が異

なりますので、「自分にとって最もふさわしい留学制度はどれか」ということもよく考える必要が

あります。 
 
 （１）留学の目的・動機 
    □何を勉強したいのですか？ 
    □自分で留学を決めましたか？ 
 （２）帰国後の進路・目標 
    □学んだことをどのように活かしていきたいと考えていますか？ 
    □帰国後の進路についてどう考えていますか？ 
 （３）留学先・期間・制度 
    □どの国・地域・大学に留学したいのですか？ 
    □それはなぜですか？ 
    □何年次に、どれ位の期間留学したいのですか？ 
    □それは、留学目的にふさわしい国・地域・大学と期間設定ですか？ 
 （４）学力と語学力 
    □留学に必要な学内成績（ＧＰＡ）はありますか？ 
    □語学学習は進んでいますか？ 
 （５）経済的裏付け 
    □学費・生活費・渡航費などの必要経費を理解していますか？ 
    □必要な資金を準備できる見通しはありますか？ 
    □家族も留学に賛成し、経済的援助を受けることはできますか？ 
 （６）性格・適応性 
    □気分転換が早く、思い悩まない性格ですか？ 
    □積極的で、自立性があり、何事にも前向きに取り組む性格ですか？ 
    □明るく、社交的な性格ですか？ 
    □異なる生活・文化・習慣に適応できますか？ 
    □自分とは異なる考え方に耳を傾けることができますか？ 
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１１．．留留学学制制度度のの種種類類    
 
【留学の定義の変化と留学制度の多様化】 
□留学とは元来、「よその土地、特に外国へ行って、比較的長期間にわたって学問や芸術・技術な

どを学ぶこと」を言います。文部科学省が定義する留学では、大学・高等教育機関レベルの履修

を条件としている場合もあります。しかし近年、海外で学ぶ目的が非常に多様化してきました。

このような変化を受けて、期間や学ぶ内容・レベルに関わりなく、教育機関で学ぶ場合を全て「留

学」と呼ぶ場合もあるようです。このような「留学」の一般的な意味の変化にあわせて、本学の

留学制度の種類も多様化しています。 
□この『スタディ・アブロード―協定大学留学への手引き―』では、協定大学留学制度全般の概

要と留意点、そして「留学をしたい」と思い立ったときから、学内選考を受けるまでの流れを中

心に説明をしていきます。 
□まず本章では、協定大学留学制度以外の留学制度を概観します。「７．留学制度の分類図」を参

照し、多様な制度の中から、自分の留学目的や学生生活のスケジュールにあった制度を活用しま

しょう。 
 
２２．．セセメメススタターー語語学学留留学学    
 
【協定大学留学とセメスター語学留学の相違点】 
□協定大学留学は、２年次以上の学生が１年または半年間、海外協定大学で主に正規科目を履修

するプログラムであるのに対し、セメスター語学留学は、１・２年次の学生が半年間、英語の理

解力と表現力を高めるとともに、現地での生活を通して両国相互の文化、社会、習慣などに対す

る理解を深めることを目的とした制度です。セメスター語学留学制度の詳細は、国際部発行の『国

際交流ガイド』や本学の「国際交流」ウェブをご覧ください。 
 
３３．．認認定定留留学学    
 
【協定大学留学と認定留学の相違点】 
□認定留学制度は、海外の大学・高等教育機関（原則として協定大学を除く）の中から、学生自

ら選択し本学が認定する学校に、正規留学する制度です。詳しくは、別冊の『スタディ・アブロ

ード―認定留学への手引き―』をご覧ください。ここでは、協定大学留学制度と認定留学制度の

同じ点、違う点を説明します。 
  同じ点  
 （１）対象年次は、２年次生以上 
 （２）留学期間は、１セメスターまたは１年（２セメスター） 
 （３）留学先で修得した単位は、４０単位を上限として本学の卒業単位として認定（１セメ 
    スターの場合は３０単位を上限） 
 （４）留学期間は、本学の在学年数に算入 
 （５）本学所定の学費を納入 
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  違う点  
 

 協定大学留学 認定留学 

留学先 
本学の協定大学のうち協定大学留学

先として指定された大学・プログラ

ム 

外国の大学、高等教育機関。ただし、留学希

望者が、自ら探し本学に申請する大学のう

ち、本学が正規の留学先として認定するも

のに限る。 

学 費 
補 助 

留学先大学の授業料は本学が全額補

助（事前語学研修費は自己負担） 

認定大学において優れた成果をあげた学生

に対し、帰国後、留学期間に対応する本学

所定の授業料、実験実習料の合計額を上限

として「外国大学認定留学奨学金」を授与 

事前語学研修

（ESL） 
正規科目の受講前に、語学研修の参

加が義務付けられる場合がある。 任意 

手続き 
学内諸手続き、留学先大学への入学

申請等、すべて本学の定める手続・方

法による。 

留学希望大学調査、入学申請、渡航手続き

等、すべて学生自身が自主的・主体的に手

続きを進める。 
大学側は各学部の留学アドバイザーと共に

学生の留学手続きをサポートする。 

 
４４．．国国際際教教養養留留学学    
 
【国際教養学科生対象の留学】 
□国際教養学科生が、２年次の秋学期から３年次の春学期にかけて、１年間または１セメスター

留学する制度です。他学科学生は、本制度を利用することができません。本制度の詳細は、学芸

学部事務室（国際教養学科）にお問い合わせください。 
 
５５．．海海外外研研修修    
 
【４種類の海外研修制度】 
□留学が、１セメスター以上の期間を対象としているのに対し、海外研修は、夏期休暇期間、ま

たは秋学期の定期試験終了後・春期休暇期間に実施するプログラムです。１～４週間程度の期間

で実施します。「語学・文化研修」「学部・学科が実施する海外研修」といったカテゴリーがあり、

毎年実施しています。詳しくは、「国際交流ガイド」や「国際交流」ウェブなどをご覧ください。 
 
６６．．休休学学留留学学    
 
【本学を休学】 
□本学の留学制度を利用しないで、１セメスター以上留学する場合は、本学を休学しなければな

りません（休学留学）。休学期間は修業年限には算入されないため、所定の修業年限で卒業するこ

とはできません。また、留学先大学で修得した単位を本学の単位として認定することもできませ

ん（これまでの例でみると、語学学校に「語学留学」をするケースが多いようです）。 
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【休学留学先の情報収集】 
□国際課では、休学留学先の学校選択などについて相談に応じることができません。しかし、国

際課掲示板では、民間の留学エージェントなどのポスター掲示やパンフレット配架もしています。

情報収集の方法は様々ですが、巻末の｢留学情報の入手先｣で紹介している公共機関等に足を運び、

充分に情報収集することをお勧めします。 
□また、留学サービス事業の適正化に寄与することを目的とした J-CROSS（留学サービス審査機

構）もあります。語学留学等を検討している場合は参考にしてください。 
 
【留学生緊急連絡先カードの提出】 
□休学留学をする場合は、学生支援課で『休学願』と『休学留学生緊急連絡先カード』を受け取

り、国際課に緊急連絡先カードを提出してください。このカードは、休学中の留学先で不測の緊

急事態（テロ、天災等）が発生した際、本学から情報提供・安否確認を行なうために使用します。

提出後に緊急連絡先等に変更が生じた場合は、必ず国際課にご連絡ください。 
 
【海外安全情報の入手】 
□外務省では、海外への渡航や滞在に際した危険・安全に関する情報を発信しています。留学予

定者は、同省の『海外安全ホームページ』（https://www.anzen.mofa.go.jp/）を確認し、そこで発

出される勧告などには必ず従ってください。例えば、留学先国・地域が、出国日の直前に、「渡航

は止めてください。（渡航中止勧告）」または「退避してください。渡航は止めてください。（退避

勧告）」の対象となった場合は、出国を延期しなければなりません。また、留学期間中は、同ホー

ムページや現地のニュース、留学先大学のアドバイザーなどをとおして、安全管理・危険予防に

関する情報を入手するよう努めるとともに、その指示に従うようにしてください。 
 
【在留届の提出】 
□３ヶ月以上留学する場合は必ず『在留届』を提出してください。現地到着９０日前からインタ

ーネット経由で提出できます。 
 
【アシスタンス会員（任意）】 
□休学留学期間中の危機管理として、日本エマージェンシーアシスタンス（株）の会員となるこ

とができます。同社は、海外で遭遇する不測の事態に備えて、サポートや解決策を提供するアシ

スタンス専門会社ですので、留学中に健康上のトラブルや事件・事故など（保険事故であるか否

かを問いません）に遭遇した際にも、専門スタッフによる様々な支援を受けることができます。

詳細は、同社ウェブ（https://emergency.co.jp/）もしくは、「国際交流」ウェブ「休学留学生の危

機管理」をご覧ください。 
 
【海外旅行（留学）保険（任意）】 
□休学留学期間中の危機管理として、本学が包括契約を締結している保険会社の海外旅行（留学）

保険に加入することができます。詳細は、「国際交流」ウェブ「休学留学生の危機管理」をご覧く

ださい。 
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７７．．留留学学制制度度のの分分類類図図    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

休
学
留 
学 

協協定定大大学学留留学学  
本学と協定を結んだ外国の大学に留学する制度です。 
【対象学科】国際教養学科を除く全学科 
【留学期間】１セメスターまたは１年 
【単位認定】可 
 

 

留
学 

 

在
学
留 
学 

海海外外研研修修  
○語学・文化研修プログラム 
【対象学科】全学部学科 
【留学期間】３～４週間 
【単位認定】可 
○学部・学科が実施する海外研修プログラム 
【対象学科】全学部学科 
【留学期間】１～２週間 
【単位認定】可 
 

国国際際教教養養留留学学  
国際教養学科生が、本学と協定を結んだ外国の大学に留学す

る制度です。 
【対象学科】国際教養学科 
【留学期間】１セメスターまたは１年 
【単位認定】可 
 

認認定定留留学学  
希望する大学・高等教育機関（原則として協定大学を除く）

のうち、本学の正規留学先として認定する制度です。 
【対象学科】国際教養学科を除く全学科 
【留学期間】１セメスターまたは１年 
【単位認定】可 
 

自分の留学目的に

あった制度を活用し

ましょう。 

 
短
期 

休学期間は、学則に定める修業年限及び在学期間に含まれま

せん。また、留学先大学で履修した科目を本学の単位に認定

することもできません。 

セセメメススタターー語語学学留留学学  
４～６か月間、外国の大学内の英語研修機関で、主として英

語集中プログラムを受講する制度です。 
【対象学科】国際教養学科を除く全学科 
【留学期間】１セメスター 
【単位授与】可 

 
中
長
期 

※対象学年は、プログラムごとに異なります。必ず、募集要

項等で確認してください。 
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１１．．協協定定大大学学留留学学制制度度のの概概要要    
  
【制度の特色】 
□協定大学留学制度は、本学と学生交流協定を結んでいる協定大学に、１年間または１セメスタ

ーの間、留学する制度です。制度の特色として、次の３点を挙げることができます。 
 
 １．休学せずに留学できる  
 ２．留学先大学で履修した正規科目を、本学の卒業必要単位として認定ができる 
 ３．本学と留学先大学の学費を二重払いする必要がない 
 
 留学期間が本学の在学期間に算入されるので、休学手続きを取る必要がありません。また、留

学先大学で履修した正規科目は、本学の正規科目を履修したものとみなし、単位認定ができます。

このため、留学期間を含めて所定の修業年限で本学を卒業することができます（ただし、本学で

の所属学科、留学する年次、留学先大学によっては卒業時期が遅れる場合があります）。 
 また、協定大学留学生は、本学と留学先大学の学費を二重払いする必要はありません。留学期

間中、留学生は、本学の所定の学費（学生納付金）を納めなければなりませんが、留学先大学の

学費（Tuition fee）は、本学が負担します。ただし、協定大学留学中であっても、正規科目の履修

期間でない語学研修（英語圏の大学の場合は ESL: English as a Second Language）の授業料等、

協定大学留学として認められた正規科目履修期間終了後のメイターム（May Term）や サマータ

ーム（Summer Term）の期間の履修を希望する場合、この期間の学費は、留学生の負担となりま

す。 
 
☞「協定大学」とは 

協定大学とは、本学と留学生の派遣あるいは受入れについて合意した規則

を設け、協定書を交わし、その協定書に基づいて教育研究の交流を実施す

る大学です。いわば本学の「姉妹校」です。留学生の交流でなく、教職員

交流の機会もあります。本学は、１５か国・地域の７０大学と協定書を交わ

しています（２０２６年４月現在）。各協定校の概要については、本学ホーム

ページの『国際交流』⇒『海外協定大学案内』をご覧ください。 
 
【留学先大学での身分】 
□協定大学での留学生は、Visiting Student, Special Student, Exchange Student などと呼ばれ

ますが、現地の学生と同様に大学の施設設備などを利用できます。履修できる正規科目は、各大

学が設置している多くの科目の中から選択することができます。もちろん各大学の履修規則上の

制限、および本学の単位に認定する際の制約はあります。履修した科目に対しては、一般学生と

同様、成績証明書（transcript）が発行されます。 
 
【語学研修の受講】 
□協定大学への留学生で、出願時に留学先大学が求める語学力に達していない場合は、正規科目

を履修する前に、語学研修の受講が義務づけられます（正規科目履修と並行して履修する場合も

あります）。この語学研修では、各協定大学が定める正規科目受講に必要な語学力（例えば英語圏
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の大学の場合、TOEFL-iBT８０や IELTS６.０）に満たない留学生が、語学力を身につけると同時

に、正規科目受講に欠かせない「読む、聞く、書く、話す、推論する」などのアカデミック・スキ

ル、「文法、語彙、発音」などの言語スキル、また「ノートテイキング、プレゼンテーション、討

論」などのスタディ・スキルを組み合わせ、学習するものです。 
 
【正規科目の履修】 
□留学先大学で履修した正規科目は、本学の卒業に必要な科目（群）に認定ができます。正規科

目（regular undergraduate courses）とは、留学先大学が正規学生に対しても開講している科目

で、学位を取る（卒業する）上での対象科目になっているものをいいます。従って、留学先大学

が提供している科目であっても、語学研修（ESL）として提供されている場合は、通常、正規科

目としては扱われません（ただし、語学研修の科目であっても、高いレベルのクラスの場合、正

規科目として扱われる場合があります）。このため、１年留学の場合で、最初の１セメスターの間、

語学研修を受ける場合は、認定単位数が少なくなりますので、注意してください。 
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２２．．協協定定大大学学留留学学制制度度のの流流れれ    
 
 協定大学留学制度の流れを概観しましょう。 
 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step 1 協定大学の情報収集 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step 2 必要な語学試験を受験 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step 3 説明動画等の確認・留学報告会に参加 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step 4 「募集要項」入手 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step 5 「協定大学派遣留学出願書」提出 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step 6 選考試験受験 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step 7 選考結果発表 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step 8 第１回オリエンテーション 
        （内定通知、留学先大学への出願書類等の配布、科目履修・単位認定など） 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step 9 留学先大学への願書等を国際課に提出 
        （国際課から留学先大学に願書を送付） 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step10 第２回オリエンテーション 
        （就職活動、海外旅行保険、学費など） 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step11 留学先大学から入学許可書を受け取る 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step12 各国大使館にビザ申請 
     
    Step13 航空券を購入 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step14 第３回オリエンテーション 
        （危機管理、在留届、留学生月報など） 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step15 予防接種、健康診断の受診（アメリカへの留学生） 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step16 「OSSMA」に渡航基本情報を入力 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step17 出発 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step18 安着連絡 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step19 「在留届」を提出（現地着９０日前より申請可能） 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step20 「留学生月報」を提出（毎月５日まで） 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step21 登録科目を報告。シラバスを提出 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step22 帰国日を報告 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step23 帰国 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step24 単位認定の手続き 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step25 「留学体験レポート」の提出 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
    Step26 「留学報告会」での発表 
    ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

留 

 

 

学 

 

 

前 

帰
国
後 

            

 

 

留

学

中 
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３３．．留留学学計計画画表表ををつつくくるる    
 
 留学を考え始めた時点で、すでに留学は始まっているといっても過言ではありません。まず

は、自分の留学目的を明確にし、自分で情報収集を進める姿勢が必要です。 
 以下に留学を計画するにあたっての注意点を記載していますので、参考にしてください。 
 特に、教職課程を履修している人や卒業後に企業への就職を考えている人は、留学の時期や就

職活動の時期も考慮しながら、しっかりとした留学計画を立てるようにしましょう。 
 
【留学の目的】 
□留学を希望する場合、その目的をしっかりと持つことが大切です。協定大学留学の目的は、単

に語学（英語）のスキル・アップを目指すのではなく、留学先国・大学で、具体的に何を学習した

いのか、１年間（半年間）の留学を自分の将来にどのように役立てたいのか、自分の目標を実現

できる国・大学なのか、しっかりと考えることが大切です。そして、どの大学に自分の勉強した

い科目があるのか、どの大学の環境が自分の生活面等でふさわしいのかを調べて、留学先国・大

学を選択するようにしましょう。 
 
【情報収集】 
□どこから情報を入手したら良いのか分からないという人は、まず『国際交流ガイド』（国際課前

で配架。「国際交流」ウェブからもダウンロード可）や、この『Study Abroad』にも目を通してみ

てください。また、「国際交流」ウェブ内の『留学体験レポート』には、過去の留学生の体験記を

掲載しています。なお、ウェブからは留学報告会（オンデマンド）も視聴できますので、併せて

ご覧ください。 
□興味がある大学が出てきたら、ホームページにアクセスし、授業内容だけでなく、学生生活・

寮・クラブ活動・大学施設など多くの情報を集めましょう。また、その国の文化・風土・治安、あ

るいはその国の教育制度などについても、併せて情報収集しておきましょう。 
 
「協協定定大大学学留留学学説説明明動動画画・・報報告告動動画画」 
毎年、協定大学留学説明動画と過年度留学生の報告動画を Web 上にアップします。 
詳細は国際課掲示板及び「国際交流」ウェブでお知らせします。 
 
【留学計画表をつくる】 
□留学の目的が明確になり、その目標を達成するために必要な情報が集まったら、留学計画表を

作成してみましょう。留学計画表作成にあたってのアドバイスは次のとおりです。 
 
☆ 留学の開始時期（○年次の春学期あるいは秋学期から）、期間（１年または１セメスター）を

決める。 
☆「協定大学留学」、「認定留学」、「休学留学」のいずれかを選択する。 
 ・協定大学留学の場合、選考試験の時期、出願資格、試験科目、選考方法等を、本手引き及び募

集要項により確認する。 
 ・認定留学の場合、留学先大学の決定・手続、本学への申請時期・条件等、必要な手続きについ

て、『スタディ・アブロード―認定留学への手引き―』で確認する。 
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 ・休学留学の場合、休学に必要な手続きについて学生支援課で確認する。 
☆ 留学期間を含めた本学での履修計画を立てる。 
☆ 留学に必要な検定試験のスコアアップを図るため、長期・中期・短期の学習計画を立てる。 
☆ 留学期間中に本学に納入する学費を含めて、留学に必要な資金計画を立てる。 
☆ 修得しなければならない科目・単位数、資格課程を履修する場合に必要な手続、留学終了後

の単位認定について、教務課または免許・資格課で相談する。 
☆ 就職活動の時期やその方法をキャリア支援課で相談する。 
 
≪留学計画表≫ 
 
 次の計画表の中に、語学学習スケジュール（長期・中期・短期）、検定試験の受験日、留学期間、

教職課程の履修期間、就職活動が可能な期間、卒業の時期などを書き込んで、留学を含めた学生

生活全体の計画を立ててみましょう。留学期間を書き込む際には、１年留学、１セメスター留学

の場合でも、実際には、６か月・１２か月よりも短い、という点にも留意してください。正確な期

間は、各大学のウェブなどで調べたりして確認をしてみてください。 
 
   ４月        ６月        ９月       １２月       ３月 
１年次     

 
   ４月        ６月        ９月       １２月       ３月 
２年次     

 
   ４月        ６月        ９月       １２月       ３月 
３年次     

 
   ４月        ６月        ９月       １２月       ３月 
４年次     

 
   ４月        ６月        ９月       １２月       ３月 
５年次     
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４４．．卒卒業業時時期期がが延延期期ととななるるケケーースス   
 
 留学期間は本学の在学期間に算入されますが、本学の所属学科、留学の時期により、単位認定

上の理由で卒業時期が延期となるケースがあります。この点は、充分に注意してください。 
 
１）医療薬学科、看護学科、食物栄養科学科･管理栄養士専攻の学生の場合 

 留学中に履修した正規科目は、国家資格に係る科目として単位認定できないため、留学年次

を問わず、卒業時期が１学期または１年間延期になります。 
 
２）１）以外の学科・専攻の学生の場合 

 ３年次までに留学を終える場合は、原則として卒業時期は延期となりません。 
 卒業年次に留学する場合は、卒業年次の３月に卒業できる場合、１学期遅れて５年目の９月

卒業となる場合、１年遅れて５年目の３月となる場合の３つのパターンがあります。具体的に

は、次のとおりです。 
 
○メディア創造学科、社会システム学科、現代こども学科、英語英文学科 

 卒業研究／卒業演習・制作（以下、「卒業研究等」という。）も含めて、単位認定の対象となる

ため、卒業年次３月の卒業が可能です。ただし、卒業年次の１２月末日までに留学が終了しない

場合は、原則として、卒業時期が１学期間延期になります（９月卒業）。 
 なお、卒業研究等は留学先での履修科目のレベル・内容を充分に勘案した上で単位認定をす

るため、留学開始前に、履修予定科目が本学の「卒業研究等」に認定が可能かどうか、教務主任

と充分に相談をしてください。認定ができない場合、卒業延期となります。 
 
○音楽学科 

 Griffith University に限って、卒業年次での留学が可能です。さらに、帰国後、卒業演奏、

卒業論文発表等、学科の要求する事項に応えること（留学先からの帰国がこれらに間に合うこ

と）を条件に、卒業年次の３月に卒業できます。 
 
○日本語日本文学科、人間生活学科、食物栄養科学科･食物科学専攻 

 卒業研究等は単位認定の対象とならないため、卒業時期が１年間延期になります。 
  

－ 20 －



― ２１ ― 

 
 
 

 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
５５．．留留学学とと就就職職活活動動    
  
【就職活動とスケジュール】 

 皆さんが留学する学年、学期、期間によって、帰国後の就職活動にどのような影響が出るか

が異なります。「留学＋４年間での卒業＋就職」を希望する人は、よく考えて留学スケジュールを

立てる必要があります。 

以下、現在の就職活動に関する一般的なスケジュールについて説明します。 

近年、各企業等の採用スケジュールは前倒しされ早期化・長期化する傾向にあります。政府の

「就職・採用活動日程に関する関係省庁連絡会議」においては、３年次の３月より企業情報（含

む採用情報）の広報が開始し、面接や内々定は４年次の６月以降とすることとしていますが、現

状は、インターンシップからの早期選考等により 3 月 1 日時点ですでに内定率が 38.1％※とな

るなど早期化が顕著です。就職活動においては、“スタート・ダッシュ”も重要ですので、就職活

動のための準備は３年次生の春学期から始めておくことをお勧めします。 

企業によっては、「通年採用」や「秋採用」を行っているところもあります。特にここ数年、企

業のグローバル展開が加速するなかで、グローバル人材の採用を目的に、柔軟な採用時期の設定

や、外国人留学生、及び留学経験者に絞った企業説明会等も開催されています。ただし、採用規

模がかなり小さい状況です。 

上記スケジュール等はあくまでも目安であり、希望する企業や業界の動向には注視するように

してください。 

※就職みらい研究所 2027 年卒学生就職内定率調査（2026 年３月１日時点）より 

 
【留学中の就職活動】 

留学体験で得られる経験や能力は、就職活動や今後の人生において、かけがえのない財産とな

りえます。留学生活の各場面で主体的に行動したり目的意識をもって取り組むことで、就職活動

に役立つ「強み」を伸ばすことができます。まずは、留学前に「なぜ留学にいくのか」「留学で何

メディア創造学科 
社会システム学科 
現代こども学科 
英語英文学科 

日本語日本文学科 
人間生活学科 
食物栄養科学科 
 食物科学専攻 

帰国後１年間の

在籍延長が必要 

音楽学科 

 

卒業年次の 

３月卒業 

５年目の 

９月卒業 

卒業年次の 
１２月までに 
留学終了？ 

一定の条件を満た

すと、卒業年次の

３月卒業 

医療薬学科 
看護学科 
食物栄養科学科 
 管理栄養士専攻 

帰国後半年また

は１年間の在籍

延長が必要 
 

卒業時期が延期となるケース（卒業年次に留学する場合） 

Yes No 

－ 21 －



― ２２ ― 

を得るのか」といった目標・課題設定、自己分析をしっかりと行いましょう。留学期間中には、

インターネットを利用して企業情報の収集を行うことは可能ですし、一部の企業は海外での採用

活動を行っています。留学期間中は、留学生活に専念することも大切ですが、就職活動の現状を

考えると、オンラインで参加できるインターンシップ等があれば参加することをお勧めします。

「国際交流」Web サイト内の『留学体験レポート』で、留学期間中の就職活動の取り組みについ

て知ることができます。 

 

【学内で行う就職ガイダンス等】 

キャリア支援部では、学年ごと（または全学年を対象）に、就職ガイダンスやセミナーなどを

行っています（詳細はキャリア支援部から送付されるメールマガジンを確認してください。また、

3 年次生（薬学部 5 年次生）には４月上旬（学科別）に実施するスタートアップガイダンスで

『Placement Handbook』を配付しますので、そちらもご確認ください）。 

本年度のガイダンス等は対面を中心に両キャンパスをオンラインでつなぐハイブリッド形式で実

施する予定です。アーカイブ配信のあるガイダンスもありますので、適宜、参加・視聴してくだ

さい。また、３年次で留学する場合は、帰国後速やかに、キャリア支援部を訪問するようにお勧

めします。 

 なお、留学期間中に就職活動等について相談があれば、オンラインを利用した Web 面談も受け

付けていますので、キャリア支援部までお問い合わせください。  

202６年度３年次生（薬学部 5 年次生）対象の主な就職・キャリア支援行事は次頁の通りです。 

スケジュールは、変更する場合があります。必ず、本学 Web サイトや配信メールなどを確認して

ください。また、就職活動に関して相談や疑問点があれば、遠慮なくキャリア支援部にお尋ねく

ださい。 

留学中に海外で実施されるキャリアフォーラムに参加するサイトもあります。必要に応じて参照

してください（https://careerforum.net/ja/）。 

 

【協定大学留学と卒業見込証明書】 

就職活動に際して、企業から卒業見込証明書の提出が求められる場合があります。この証明書

は卒業年次の履修科目が確定した５月以降に、教務課において発行できます。 

ただし、留学先で修得した科目が本学の単位として認定されるまでは、卒業見込証明書を発行

することができません。 

このため、証明書の提出を求めてきた企業に対しては、「留学が終了して同志社女子大学の単位

として認定されるまでは証明書は発行されない」旨をお伝えください。多くの場合、企業側はこ

れで了解してくれます。 

 それでもなお、企業側がなんらかの証明書の提出を求めた場合は、国際課にご相談ください。

「協定大学留学中であることを証する書類（卒業見込年月は記載できません）」の発行などを検討

します。 

       キャリア支援部キャリア支援課 

   ○京田辺キャンパス TEL：（０７７４）６５－８４１５ 
             E-mail：career-t@dwc.doshisha.ac.jp 
   ○今出川キャンパス TEL：（０７５）２５１－４１３５ 
             E-mail：career-i@dwc.doshisha.ac.jp 
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６６..  単単位位認認定定（（科科目目のの読読みみ替替ええ））    
 
【科目の読み替え】 
□留学先大学で履修した正規科目は、本学の卒業に必要な科目（科目区分・群）に読み替えるこ

とができます。具体的に本学のどの科目等に該当するかは、留学先大学のシラバス等を参考にし

ながら、教務主任が個々に審査します。読み替えには、次のようなルールがあります。 
 
１）必修科目は、原則として「科目認定」とする。 
２）選択必修科目、選択科目は、原則として「一括（科目区分）認定」とする。 
  選択必修科目のうち、群ごとに修得単位数が定められている場合は、群ごとの「一括（群） 
  認定」とする。 
３）２）にかかわらず、選択必修科目・選択科目であっても、次の場合は「科目認定」とするこ 
  とができる。 
  （１）「ゼミナール」科目。 
  （２）以下の修了要件に必要な科目として、留学生本人からの申し出があった場合。 
    ① 日本語教員課程（日本語教員養成課程、日本語指導実践課程） 
    ② 上記のほか、「科目認定」が適当であると教務主任が認めた場合 
４）「科目認定」「一括（科目区分）認定」の対象となる科目・科目区分は、「留学年次」において 
  「履修可能最低年次」を満たしているものでなければならない。 
５）教職課程科目については、「科目認定」はできない。 
 

☞ 単位認定のルールについては、巻末の『外国大学留学に係る単位認定についての申し合せ』

を参照してください。 
 
【認定単位数】 
□留学先で履修した正規科目のそれぞれが、本学の何単位に相当するかは、原則としてその科目

の学習総時間（Workload Hours）に基づいて算出します。具体的には、次のとおりです。 
・本学と同様に、セメスター制度（１学期１５週間）を採っている大学が付与する単位（セメスタ

ー・クレジット）は、そのまま本学の認定単位数になります（小数点以下切上げ）。 
・上記以外の場合、履修要項（Course Guide）やシラバス（Syllabus）等において、それぞれの

科目履修に必要な学習時間（予習、復習、授業などに必要な合計時間）が示されています。本

学の１単位は、原則として４５時間の学習時間が必要なことを意味しますので、これの時間数を

基準として本学の単位数を算定します。 
□１セメスターの留学で取得できる合計単位数は、本学の単位数に換算して１２～１５単位程度で

す。従って、１年留学の場合、最初の１セメスターを英語研修に充てると（正規科目の履修が１

セメスターのみの場合）は、同様に１２～１５単位、２セメスター共に正規科目履修に充てると、２

４～３０単位程度の取得が可能です。 
□海外の大学では、正規科目履修に際して、しっかり予習・復習（エッセイの提出などを含む）

することが求められます（予習・復習の内容は、日本の大学の場合と異なり、通常シラバスに具

体的に明記されています）。このため、履修可能科目数・単位数は、日本の場合に比べて大幅に少

なくなります。これは、現地学生の場合も同じです。 
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☞ 過年度留学生の履修科目については、「国際交流」ウェブ内の『留学体験レポート』を参照し

てください。 
 
【認定単位数（合計）の上限】 
□本学在学中に他の大学等で修得した単位数を認定できるのは、次のａ～ｇの場合です。協定大

学で修得した単位は、留学期間が１年間の場合は４０単位を上限として、１年未満の留学の場合

は３０単位を上限として本学の卒業に必要な単位として認定することができます。なお、この場

合、本学在学中のａ～ｆの項目までの認定単位数の上限は１０単位となります。 
 ａ．同志社大学との単位互換制度に基づく認定 
 ｂ．金城学院大学との単位互換制度に基づく認定 
 ｃ．奈良県立医科大学との単位互換協定に基づく認定 
 ｄ．大学コンソーシアム京都単位互換制度に基づく認定 
 ｅ．放送大学との単位互換制度に基づく認定 
 ｆ．文部科学大臣が定める学修等による単位認定 
 ｇ．海外および国内協定大学等で修得した単位等の認定 
 
☞ 詳細は、各学部の『履修要項』で必ず確認をしてください。 
 
 
  
  
  
                                                      海海外外のの大大学学のの授授業業風風景景  
  
  
   

－ 25 －



― ２６ ― 

  
  
  
７７..  教教職職課課程程科科目目    
  

  表象文化学部英語英文学科生は、3 年次に留学する場合であっても、4 年間の在学期間中に教

職免許取得に要する単位を充足することが可能となりました（ただし、3 年次秋学期から 4 年次

春学期に 1 年間留学する場合は、4 年間で単位を充足することはできません）。 

 

 ４年次に留学した場合は、４年間で教員免許取得に要する単位を充足することができません。

単位数を満たすためには、在学延長期間中に履修を継続するか、卒業後に本学または他大学にお

いて科目等履修生として不足する単位を修得するかのいずれか、もしくはその両方が必要になり

ます。教職課程を履修する学生は、このことを充分に認識しておく必要があります。 

 

【留学先大学で修得した単位の認定】 

留学先大学で修得した単位は教職課程科目のいずれにも読み替えることはできません。 

 

【「教育実習」「教職実践演習」科目の履修について】 

「教育実習」「教職実践演習」を登録するためには、「免許・資格関係履修要項」に記載の履修

資格を満たしていることが必要です。４年次に留学した場合、４年次科目の「教育実習」や「教

職実践演習」の単位を修得することができないため、４年間での卒業と同時に教職課程を修了す

ることができなくなります。 

２年次・３年次・４年次に留学した場合、教職課程修了までの流れを図示すると、それぞれ以

下のようになります。ここに示した期間以外の留学を希望する場合は、免許・資格課に事前に相

談してください。 

 

【「教育実習」の実習校への依頼について】 

教育実習を行うにあたり、本学では、例年３年次の４月頃に「教育実習説明会」を開催し、教

育実習を行うまでの準備等について説明を行っています。また、その後、３年次春学期から夏期

休暇期間にかけて、４年次（おおよそ１年先）に行う教育実習について、実習校への依頼を行い、

実習の承諾を得ることとなります。 

ただし、３年次春学期に留学期間がかかっている場合は、２年次の４月頃に開催される「教育

実習説明会」に参加し、２年次春学期から夏期休暇期間にかけて、４年次（おおよそ２年先）に

行う教育実習について、実習校への依頼を行い、実習の承諾を得る必要があります。 

 

 

 

 

  

１        英語英文学科生対象 
 ※その他の学生は、PP.３０―３２を参照してください。 
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＜２年次春学期に留学する場合＞ 

１）２年次秋学期に「教科教育法」以外の教職課程科目の単位を修得します。 

２）３年次に「教科教育法」等の科目の単位を修得して「教育実習」の履修資格を満たします。 

３）４年次に「教育実習」を行います。 

２年次 ３年次 ４年次 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

留学 在学 在学 在学 在学 在学 

 

「教科教育

法」以外の教

職課程科目を

履修する 

「教科教育法」等

を履修する 

「教科教育法」等を

引き続き履修し、

「教育実習」の履修

資格を満たす 

「教育実習」履修 

「教職実践演習」履修 

 

＜２年次春・秋学期に留学する場合＞ 

１）３年次に「教科教育法」等の科目の単位を修得して「教育実習」の履修資格を満たします。 

２）４年次に「教育実習」を行います。 

２年次 ３年次 ４年次 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

留学 留学 在学 在学 在学 在学 

  

「教科教育

法」等を履修

する 

「教科教育法」

等を引き続き履

修し、「教育実

習」の履修資格

を満たす 

「教育実習」履修 

「教職実践演習」履修 

 

＜２年次秋・３年次春学期に留学する場合＞ 

１）２年次春学期に「教科教育法」を含め、教職課程科目の単位を修得します。 

２）３年次秋学期に「教科教育法」等の科目の単位を修得して「教育実習」の履修資格を満たし

ます。 

３）４年次に「教育実習」を行うとともに、3 年次に未修得の教職課程科目を履修します。 

２年次 ３年次 ４年次 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

在学 留学 留学 在学 在学 在学 

「教科教育

法」を含め、

教職課程科目

を履修する 

  

「教科教育法」

等を引き続き履

修し、「教育実

習」の履修資格

を満たす 

２・3 年次に未修得の 

教職課程科目を履修する。 

「教育実習」履修 

「教職実践演習」履修 

 

  

１        英語英文学科生対象 
 ※その他の学生は、PP.３０―３２を参照してください。 
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＜３年次春・秋学期に留学する場合＞ 

１）２年次春学期に「教科教育法」を含め、教職課程科目の単位を修得します。 

２）２年次秋学期に「教科教育法」等の科目の単位を修得して「教育実習」の履修資格を満たし

ます。 

３）４年次に「教育実習」を行うとともに、3 年次に未修得の教職課程科目を履修します。 

２年次 ３年次 ４年次 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

在学 在学 留学 留学 在学 在学 

「教科教育法」を

含め、教職課程科

目を履修する 

「教科教育法」

等を引き続き履

修し、「教育実

習」の履修資格

を満たす 

  

3 年次に未修得の 

教職課程科目を履修する。 

「教育実習」履修 

「教職実践演習」履修 

 

＜３年次秋学期・４年次春学期に留学する場合＞ 

１）２年次春学期に「教科教育法」を含め、教職課程科目の単位を修得する。 

２）２年次秋学期に「教科教育法」等の科目の単位を修得して「教育実習」の履修資格を満たし

ます。 

３）3 年次春学期に、3 年次の教職課程科目を履修します。 

４）帰国後に 3 年次の教職課程科目を履修します。 

５）卒業後は科目等履修生として、｢教育実習｣科目を登録し、教育実習を行います。 

２年次 ３年次 ４年次 ５年目 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

在学 在学 在学 留学 留学 在学 
在学又は科

目等履修 

在学又は科

目等履修 

「教科教

育法」を

含め、教

職課程科

目を履修

する 

「教科教

育法」等

を引き続

き履修

し、「教育

実習」の

履修資格

を満たす 

3 年次の

教職課程

科目を履

修する 

  

3 年次の教

職課程科目

を引き続き

履修する 

「教育実習」履修 

「教職実践演習」履修 

 

  

１       英語英文学科生対象 
 ※その他の学生は、PP.３０―３２を参照してください。 
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＜４年次春・秋学期に留学する場合＞ 

留留  学学  前前  

○留学の最終決定が１２月下旬から３月となるので、新年度に実習をするべく内諾をとってある

場合は、免許・資格課と相談の上、至急（３月末までに）実習予定校に事情を詳しく説明して、

実習を取り消します。その際、帰国後の実習についても、帰国時期などを正確に伝えた上で話

し合い、できれば了解をとっておいてください。実習校は、留学しない場合と同様、原則とし

て自分で探さなければなりません。 

帰帰  国国  後後  

○留学年度の３月に卒業する場合 

５年目に、教育実習の履修資格を満たしていることを条件に、科目等履修生として｢教育実習｣

科目を登録し、教育実習を行います。なお、科目等履修の募集要項は、例年、２月下旬～３月

上旬から本学 Web サイト（地域・一般の方へ＞科目等履修・聴講生制度）より閲覧することが

でき、所定の申込み期間中に受講許可を申し出る必要があります。科目等履修の申込みは各自

で行ってください。（申込前には免許・資格課で履修相談してください。） 

２年次 ３年次 ４年次 ５年目（卒業後） 
春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

在学 在学 在学 在学 留学 留学 科目等履修 科目等履修 

「教科教

育法」を

含め、教

職課程科

目を履修

する 

「教科教

育法」等

を引き続

き履修

し、「教育

実習」の

履修資格

を満たす 

3 年次の

教職課程

科目を履

修する 

3 年次の

教職課程

科目を引

き続き履

修する 

  
「教育実習」履修 

「教職実践演習」履修 

○５年目の９月に卒業する場合 

通年科目は、春学期しか在籍しない５年目には登録することはできません。ただし、教育実習

科目はその例外として、登録が認められます。９月に卒業が認められた場合は、秋学期は科目

等履修生としての履修となります。教育実習の科目等履修費用は通年分必要です。 

２年次 ３年次 ４年次 ５年目 
５年目 

（卒業後） 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

在学 在学 在学 在学 留学 留学 在学 科目等履修 

「教科教育

法」を含

め、教職課

程科目を履

修する 

「教科教育

法」等を引き

続き履修し、

「教育実習」

の履修資格を

満たす 

3 年次の教

職課程科目

を履修する 

3 年次の教

職課程科目

を引き続き

履修する 

  
「教育実習」履修 

「教職実践演習」履修 

 

教職課程に関する問い合わせ： 

 教務部免許・資格課 

  ○京田辺キャンパス TEL：（０７７４）６５－８４８８ 

  ○今出川キャンパス TEL：（０７５）２５１－４１６６ 

１       英語英文学科生対象 
 ※その他の学生は、PP. ３０―３２を参照してください。 
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７７..  教教職職課課程程科科目目    

 

 ３年次、または４年次に留学した場合は、４年間で教員免許取得に要する単位を充足すること

ができません。単位数を満たすためには、在学延長期間中に履修を継続するか、卒業後に本学ま

たは他大学において科目等履修生として不足する単位を取るかのいずれか、もしくはその両方が

必要になります。教職課程を履修する学生は、このことを十分に認識しておく必要があります。 

  

【留学先大学で修得した単位の認定】 

留学先大学で修得した単位は教職課程科目のいずれにも読み替えることはできません。 

 

【「教育実習」「教職実践演習」科目の履修について】 

「教育実習」「教職実践演習」を登録するためには、学科ごとに、「免許・資格関係履修要項」に

記載の履修資格を満たしていることが必要です。「教育実習」の履修資格の中には、｢３年次まで

の指定の教職課程科目の単位を修得済であること｣という条件も含まれています。このため、３年

次または４年次に留学した場合、４年間では「教育実習」や「教職実践演習」の単位を修得する

ことができず、４年間での卒業と同時に教職課程を修了することができなくなります。 

３年次または４年次に留学した場合、教職課程修了までの流れを図示すると以下のようになり

ます。ここに示した期間以外の留学を希望する場合、あるいは現代こども学科の学生が留学を希

望する場合は、免許・資格課に相談してください。 

 

＜３年次春学期に留学する場合（２年次秋学期からの１年留学の場合を含む）＞ 

１）４年次春学期に「教科教育法」等の科目の単位を修得して「教育実習」の履修資格を満たし

ます。 

２）卒業後は科目等履修生として｢教育実習｣科目を登録し、教育実習を行います。 

「教育実習」は通年科目のため、履修資格を満たした次の年度の履修となります。 

２年次 ３年次 ４年次 ５年目 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

在学 在学 留学 在学 在学 在学 
在学又は科目 

等履修 

在学又は科目

等履修 

履修可能な教職課

程科目を履修する 
 

「教科教育

法」等を履

修する 

「教科教育

法」等を引

き続き履修

し、「教育

実習」の履

修資格を満

たす 

 
「教育実習」履修 

「教職実践演習」履修 

 

 

  

英語英文学科生を除く学生対象 
 ※英語英文学科の学生は、PP. ２６―２９を参照してください。 
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＜３年次春・秋学期に留学する場合＞ 

１）４年次に「教科教育法」等の科目の単位を修得して「教育実習」の履修資格を満たします。 

２）卒業後は科目等履修生として、｢教育実習｣科目を登録し、教育実習を行います。 

２年次 ３年次 ４年次 ５年目 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

在学 留学 留学 在学 在学 
在学又は科

目等履 

在学又は科

目等履修 

履修可能な教職課

程科目を履修する 
 

「教科教育法」等を履修

し、「教育実習」の履修資格

を満たす 

「教育実習」履修 

「教職実践演習」履修 

 

＜３年次秋学期・４年次春学期に留学する場合＞ 

１）帰国後に「教科教育法」等の科目の単位を修得して「教育実習」の履修資格を満たします。 

２）卒業後は科目等履修生として、｢教育実習｣科目を登録し、教育実習を行います。 

２年次 ３年次 ４年次 ５年目 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

在学 在学 
在学 留学 留学 在学 

在学又は科

目等履修 

在学又は科

目等履修 

履修可能な教職課

程科目を履修する 

「教科教育

法」等を履

修する 

  

「教科教育

法」等を引き

続き履修し、

「教育実習」

の履修資格を

満たす 

「教育実習」履修 

「教職実践演習」履修 

 

 

  

英語英文学科生を除く学生対象 
 ※英語英文学科の学生は、PP. ２６―２９を参照してください。 
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＜４年次春・秋学期に留学する場合＞ 

留留  学学  前前  

○留学の最終決定が１２月下旬から３月となるので、新年度に実習をするべく内諾をとってある

場合は、免許・資格課と相談の上、至急（３月末までに）実習予定校に事情を詳しく説明して、

実習を取り消します。その際、帰国後の実習についても、帰国時期などを正確に伝えた上で話

し合い、できれば了解をとっておいてください。実習校は、留学しない場合と同様、原則とし

て自分で探さなければなりません。 

 

帰帰  国国  後後  

○留学年度の３月に卒業する場合 

５年目に、科目等履修生として｢教育実習｣科目を登録し、教育実習を行います。なお、科目等

履修の募集要項は、例年、２月下旬～３月上旬から本学 Web サイト（地域・一般の方へ＞科目

等履修・聴講生制度）より閲覧することができ、所定の申込み期間中に受講許可を申し出る必

要があります。科目等履修の申込みは各自で行ってください。（申込前に免許・資格課で履修相

談してください。） 

２年次 ３年次 ４年次 卒業後 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

在学 在学 在学 在学 留学 留学 科目等履修 科目等履修 

履修可能な教職課

程科目を履修する 

「教科教育法」等を履修し、 

「教育実習」の履修資格を 

満たす 

留学年度の３月に卒業 

各自２月下旬～３月上旬

に科目等履修の申込み 

「教育実習」履修 

「教職実践演習」履修 

 

 ○５年目の９月に卒業する場合 

通年科目は春学期しか在籍しない５年目には登録することはできません。ただし教育実習科目

はその例外として、登録が認められます。９月に卒業が認められた場合は、秋学期は科目等履

修生としての履修となります。教育実習の科目等履修費用は通年分必要です。 

２年次 ３年次 ４年次 ５年目 
５年目 

（卒業後） 

春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 春学期 秋学期 

在学 在学 在学 在学 留学 留学 在学 科目等履修 

履修可能な教職課程科目を

履修する 

「教科教育法」等を履修し、 

「教育実習」の履修資格を

満たす 

 
「教育実習」履修 

「教職実践演習」履修 

 

教職課程に関する問い合わせ： 

 教務部免許・資格課 

  ○京田辺キャンパス TEL：（０７７４）６５－８４８８ 

  ○今出川キャンパス TEL：（０７５）２５１－４１６６ 

 
 

英語英文学科生を除く学生対象 
 ※英語英文学科の学生は、PP. ２６―２９を参照してください。 
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８８．．留留学学ににかかかかるる費費用用    
 
【留学期間中の学費】 
□協定大学留学をする場合、原則として正規科目受講期間の学費（Tuition fee）は、本学が負担

します。従って本学と留学先大学の学費を二重払いする必要はありません。一方、正規科目履修

前の英語研修（ESL）の履修が必要な場合、その受講料は、留学生個人の負担となります。図示

すると次のようになります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

       本学         英語研修機関     ※学生交換協定に基づく派遣の場合、 
                   留学先大学      留学先大学の学費は、免除されます。 
 
☞ 詳しくは巻末の「協定大学への留学に係る学費の取り扱いについての申し合せ」を参照してく

ださい。 
 
【留学中の費用】 
□留学に係る費用は、留学先大学の環境や留学生自身の生活スタイルによって大きく変わります。

しかし、基本的に下記の項目が、学生個人負担分になります。 
 
  １．留学期間中の本学所定の学費 
  ２．留学先大学の寮費・食費・雑費※１ 
  ３．渡航費 
  ４．海外旅行保険料、海外アシスタンスサービス会員費※２ 
  ５．語学研修を受講する場合のすべての費用（受講料・滞在費・食費・雑費※１） 
  ６．その他生活費 
 
  ※１ 雑費：出願に係る手数料、協定大学（あるいは留学先国・州）指定の健康保険制度の 
        保険料、学生会費、コンピューター等の設備使用料、教科書代、実習費など。 
  ※２ 海外アシスタンスサービス会員費：留学生が健康上のトラブルや事件・事故などに遭 
        遇した際、専門スタッフによる様々な支援を受けるサービス費用。 
 
 上記の学生個人負担分のうち、２と５については、ビザ（査証）申請時に、同額以上の預金残

高の証明が求められます。 
 
☞ 各協定大学の費用（正規課程の授業料・寮費・食費）、語学研修期間の費用（受講料・滞在費・

食費）については「協定大学への留学に係る費用について（参考）」を参照してください。 
 

本本学学がが  
負負担担ししまますす  本学所定

の学費 

  
留留学学先先大大学学のの学学費費  
（（正正規規科科目目受受講講期期間間））※※  

 
英語研修の受講料 
（履修者のみ） 

留留学学生生が 
負担します 

－ 33 －



協
定
大
学
留
学
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
（
参
考
）

20
27
年
度
協
定
大
学
留
学
に
要
す
る
留
学
費
用
の
算
出
に
際
し
て
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
次
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

・
近
年
の
物
価
高
騰
や
国
際
情
勢
の
変
化
等
に
よ
り
、
下
記
に
記
載
し
て
い
る
留
学
概
算
費
用
は
、
実
際
の
費
用
と
多
少
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
過
年
度
の
実
績
等
で
概
算
費
用
を
例
示
し
て
い
ま
す
が
、
留
学
に
か
か
る
全
て
の
費
用
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
こ
こ
で
の
「
学
生
負
担
額
」
は
、
留
学
に
関
る
下
記
項
目
の
額
を
例
示
し
て
い
ま
す
。
（
※
渡
航
費
、
海
外
旅
行
保
険
料
等
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
）

「
語
学
研
修
期
間
（
語
学
研
修
費
／
滞
在
費
／
食
費
／
教
科
書
代
／
施
設
利
用
料
／
現
地
保
険
等
）
」
　
「
正
規
科
目
期
間
（
滞
在
費
／
食
費
／
教
科
書
代
／
施
設
利
用
料
／
現
地
保
険
等
）
」

・
滞
在
方
法
等
に
よ
り
、
学
生
負
担
額
が
大
き
く
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
過
年
度
よ
り
価
格
が
上
が
っ
て
い
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
り
ま
す
の
で
、

出
願
前
に
必
ず
、
留
学
先
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

本
学
負
担
額

語
学
研
修
期
間

正
規
科
目
期
間

合
計

備
考

参
考
QR

現
地
授
業
料

1年
-

US
$1

6,
00

0
＝

U
S$

16
,0

00
$4

5,
70

0

1ｾ
ﾒｽ
ﾀｰ

-
US

$8
,0

00
＝

U
S$

8,
00

0
$2

2,
85

0

春
ス
タ
ー
ト

1年
語
学
研
修
先
に
よ
り
異
な
る

US
$1

3,
00

0
＋

US
$8

,5
00

＝
U
S$
21
,5
00
～

語
学
研
修
先
は
自
己
選
択

$1
8,

00
0

1年
-

US
$1

7,
00

0
＝

U
S$

17
,0

00
$3

6,
00

0

1ｾ
ﾒｽ
ﾀｰ

-
US

$8
,5

00
＝

U
S$

8,
50

0
$1

8,
00

0

Sm
ith

 C
ol

le
ge

秋
ス
タ
ー
ト

1年
-

US
$3

3,
00

0
＝

U
S$

33
,0

00
$7

0,
46

0

春
ス
タ
ー
ト

1年
語
学
研
修
先
に
よ
り
異
な
る

US
$1

3,
00

0
＋

US
$1

1,
20

0
＝

U
S$
24
,2
00
～

語
学
研
修
先
は
自
己
選
択

$1
3,

90
0

1年
-

US
$2

2,
30

0
＝

U
S$

22
,3

00
$2

7,
79

0

1ｾ
ﾒｽ
ﾀｰ

-
US

$1
1,

20
0

＝
U

S$
11

,2
00

$1
3,

90
0

国

Ch
at

ha
m

 U
ni

ve
rs

ity
 

M
ar

y 
Ba

ld
w

in
 U

ni
ve

rs
ity

Sw
ee

t B
ria

r C
ol

le
ge

US
A

学
生
負
担
額

英
語
圏

留
学
期
間

秋
ス
タ
ー
ト

秋
ス
タ
ー
ト

秋
ス
タ
ー
ト

－ 34 －

https://www.chatham.edu/admission-and-aid/undergraduate/cost-and-aid/index.html
https://international.upd.edu.ph/programs/student-mobility/study-in-upd/
https://www.smith.edu/admission-aid/tuition-aid-applicants
https://www.sbc.edu/financial-aid/tuition-and-fees/


本
学
負
担
額

語
学

研
修

期
間

正
規

科
目

期
間

合
計

備
考

参
考

QR
現

地
授

業
料

春
ス

タ
ー

ト
1年

C$
5,

00
0

（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
＋

C$
12

,1
00

＝
C$

17
,1

00
C$

10
,9

00

1年
C$

24
,2

00
＝

C$
24

,2
00

C$
21

,8
00

1ｾ
ﾒｽ

ﾀｰ
C$

12
,1

00
＝

C$
12

,1
00

C$
10

,9
00

1年
C$

21
,5

60
＋

C$
10

,5
00

＝
C$

33
,0

00
語

学
研

修
：

17
w

ee
ks

×
3 

te
rm

s受
講

$2
0,

00
0

1年
C$

14
,3

40
＋

C$
10

,5
00

＝
C$

24
,9

00
語

学
研

修
：

17
w

ee
ks

×
2 

te
rm

s受
講

$2
0,

00
0

秋
ス

タ
ー

ト
1年

C$
14

,3
40

＋
C$

10
,5

00
＝

C$
24

,9
00

語
学

研
修

：
17

w
ee

ks
×

2 
te

rm
s受

講
$2

0,
00

0

春
ス

タ
ー

ト
1年

￡
15

,0
00

＋
￡

6,
30

0
＝

£2
1,

30
0

£1
0,

40
0

1年
￡

14
,0

00
＝

£1
4,

00
0

£2
0,

80
0

1ｾ
ﾒｽ

ﾀｰ
￡

6,
30

0
＝

£6
,3

00
£1

0,
40

0

1年
￡

8,
70

0
＝

£8
,7

00
£3

5,
53

0

1ｾ
ﾒｽ

ﾀｰ
￡

13
,0

00
＝

£1
3,

00
0

£1
7,

80
0

1年
AU

$1
2,

90
0

＋
AU

$2
0,

20
0

＝
AU

$3
3,

10
0

GE
LI

(1
0w

)+
T2

,3
AU

$2
3,

40
0

1年
AU

$3
2,

20
0

＝
AU

$3
2,

20
0

Tr
im

es
te

r 1
~3

AU
$3

5,
10

0
1年

AU
$2

2,
50

0
＝

AU
$2

2,
50

0
Tr

im
es

te
r 1

~2
AU

$2
3,

40
0

1年
AU

$2
0,

20
0

＝
AU

$2
0,

20
0

Tr
im

es
te

r 2
~3

AU
$2

3,
40

0
1ｾ

ﾒｽ
ﾀｰ

AU
$1

2,
60

0
AU

$1
2,

60
0

Tr
im

es
te

r 1
AU

$1
1,

70
0

1年
AU

$2
2,

50
0

＝
AU

$2
2,

50
0

Tr
im

es
te

r 3
,1

AU
$2

3,
40

0
1ｾ

ﾒｽ
ﾀｰ

AU
$1

0,
20

0
＝

AU
$1

0,
20

0
Tr

im
es

te
r 3

AU
$1

1,
70

0
1年

AU
$3

5,
40

0
＝

AU
$3

5,
40

0
Te

rm
 1

~3
AU

$3
2,

70
0

1ｾ
ﾒｽ

ﾀｰ
AU

$1
2,

50
0

＝
AU

$1
2,

50
0

Te
rm

 1
AU

$1
0,

89
0

1年
AU

$2
9,

70
0

＋
AU

$1
1,

10
0

＝
AU

$4
0,

80
0

UE
EC

(2
0w

)+
T1

AU
$1

0,
89

0
１

年
AU

$3
5,

40
0

＝
AU

$3
5,

40
0

Te
rm

 3
, 1

~2
AU

$3
2,

70
0

1ｾ
ﾒｽ

ﾀｰ
AU

$1
2,

50
0

＝
AU

$1
2,

50
0

Te
rm

 3
AU

$1
0,

89
0

英
語

圏

 M
ou

nt
 A

lli
so

n 
Un

ive
rs

ity

CA
N

国
学
生
負
担
額

Un
iv

er
si

ty
 o

f L
ee

ds

Un
iv

er
si

ty
 o

f W
ar

w
ic

k

Un
iv

er
si

ty
 o

f G
ue

lp
h

秋
ス

タ
ー

ト

春
ス

タ
ー

ト

留
学

期
間

春
ス

タ
ー

ト

秋
ス

タ
ー

ト

春
ス

タ
ー

ト

秋
ス

タ
ー

ト

Gr
iff

ith
 U

ni
ve

rs
ity

 

Un
ie

rs
ity

 o
f N

ew
 S

ou
th

 W
al

es

UK AU
S

秋
ス

タ
ー

ト

秋
ス

タ
ー

ト

－ 35 －

https://mta.ca/academics/programs-and-degrees/pathway-programs/english-language-program
https://mta.ca/costs-financial-aid/tuition-and-costs-first-year-students
https://www.uoguelph.ca/continuing-studies/english-language-advanced-short/
https://www.uoguelph.ca/admission/undergraduate/international/funding/
https://www.leeds.ac.uk/international-fees-funding/doc/living-expenses
https://warwick.ac.uk/study/international/admissions/finance/livingcosts/
https://www.griffith.edu.au/international/griffith-english-language-institute/fees
https://www.homestaynetwork.org/brisbane-pricing/
https://www.unsw.edu.au/study/how-to-apply/fees


本
学
負
担
額

語
学
研
修
期
間

正
規
科
目
期
間

合
計

備
考

参
考
QR

現
地
授
業
料

1年
€1

6,
30

0
＝

€ 
16

,3
00

学
費
相
殺

1ｾ
ﾒｽ
ﾀｰ

€8
,2

00
＝

€ 
8,

20
0

学
費
相
殺

Un
ive

rs
itä

t d
es

 S
aa

rla
nd

es
秋
ス
タ
ー
ト

1ｾ
ﾒｽ
ﾀｰ

€7
,3

00
＝

€ 
7,

30
0

学
費
相
殺

本
学
負
担
額

語
学
研
修
期
間

正
規
科
目
期
間

合
計

備
考

参
考
QR

現
地
授
業
料

1年
N

T$
21

2,
00

0
＝

N
T$

21
2,

00
0

学
費
相
殺

1ｾ
ﾒｽ
ﾀｰ

N
T$

10
6,

00
0

＝
N

T$
10

6,
00

0
学
費
相
殺

1年
N

T$
19

3,
00

0
＝

N
T$

19
3,

00
0

学
費
相
殺

1ｾ
ﾒｽ
ﾀｰ

N
T$

96
,5

00
＝

N
T$

96
,5

00
学
費
相
殺

1年
N

T$
44

5,
00

0
＝

N
T$

44
5,

00
0

学
費
相
殺

1ｾ
ﾒｽ
ﾀｰ

N
T$

22
2,

50
0

＝
N

T$
22

2,
50

0
学
費
相
殺

ソ
ウ
ル
女
子
大
学

春
ス
タ
ー
ト

1年
₩
12
,9
20
,0
00

＝
₩
12
,9
20
,0
00

学
費
相
殺

1年
₩
16
,0
50
,0
00

＝
₩
16
,0
50
,0
00

学
費
相
殺

1ｾ
ﾒｽ
ﾀｰ

₩
8,
02
5,
00
0

＝
₩
8,
02
5,
00
0

学
費
相
殺

韓
国

誠
信
女
子
大
学

春
ス
タ
ー
ト

東
呉
大
学

秋
ス
タ
ー
ト

国
ア
ジ
ア
圏

留
学
期
間

国
立
高
雄
大
学

静
宜
大
学

秋
ス
タ
ー
ト

秋
ス
タ
ー
ト

台
湾

学
生
負
担
額

学
生
負
担
額

ド
イ
ツ

春
/秋

ス
タ
ー
ト

Ho
ch

sc
hu

le
 D

üs
se

ld
or

f 

国
ド
イ
ツ

留
学
期
間

－ 36 －

https://www.hs-duesseldorf.de/prospectivestudents/exchangestudents
https://www.uni-saarland.de/en/global/welcome-center/exchange-freemover/overseas.html
https://oia.nkust.edu.tw/en/unit-8-271-5.html
https://411.pu.edu.tw/p/426-1073-5.php?Lang=zh-tw
https://www.scu.edu.tw/ENGLISH/icae/


本
学

負
担

額
語

学
研

修
期

間
正

規
科

目
期

間
合

計
備

考
参

考
QR

現
地

授
業

料

1年
US

$9
,3

00
＝

U
S$

9,
30

0
2学

期
間

(s
em

es
te

r 1
&2

)の
正

規
課

程
科

目
を

履
修

学
費

相
殺

１
年

US
$1

1,
00

0
＝

U
S$

11
,0

00
2学

期
間

の
正

規
課

程
科

目
を

履
修

後
、

２
ヶ

月
間

の
In

te
rs

es
si

on
を

履
修

学
費

相
殺

1ｾ
ﾒｽ

ﾀｰ
US

$4
,6

50
＝

U
S$

4,
65

0
学

費
相

殺

1年
₱2

23
,0

00
＝

₱
22

3,
00

0
2学

期
間

（
Te

rm
1&

2）
の

正
規

課
程

科
目

を
履

修
学

費
相

殺

１
年

₱2
67

,6
00

＝
₱

26
7,

60
0

2学
期

間
の

正
規

課
程

科
目

を
履

修
後

、
3ヶ

月
間

の
su

m
m

er
 s

es
si

on
を

履
修

学
費

相
殺

1ｾ
ﾒｽ

ﾀｰ
₱1

11
,5

00
＝

₱
11

1,
50

0
学

費
相

殺

1年
₱6

54
,4

00
＝

₱
65

4,
40

0
2学

期
間

（
Te

rm
1&

2）
の

履
修

学
費

相
殺

１
年

₱9
81

,6
00

＝
₱

98
1,

60
0

３
学

期
間

(T
er

m
1~

3)
の

履
修

学
費

相
殺

1ｾ
ﾒｽ

ﾀｰ
₱4

,6
50

＝
₱

4,
65

0
学

費
相

殺

1年
14

6,
40

0,
00

0 
₫

＝
14

6,
40

0,
00

0 
₫

学
費

相
殺

1ｾ
ﾒｽ

ﾀｰ
73

,2
00

,0
00

 ₫
＝

73
,2

00
,0

00
 ₫

学
費

相
殺

1年
12

9,
00

0,
00

0 
₫

＝
12

9,
00

0,
00

0 
₫

学
費

相
殺

1ｾ
ﾒｽ

ﾀｰ
64

,5
00

,0
00

 ₫
＝

64
,5

00
,0

00
 ₫

学
費

相
殺

1年
฿3

40
,0

00
＝

฿3
40

,0
00

学
費

相
殺

1ｾ
ﾒｽ

ﾀｰ
฿1

70
,0

00
＝

฿1
70

,0
00

学
費

相
殺

1年
5,

60
0

＝
RM

5,
60

0
学

費
相

殺

1ｾ
ﾒｽ

ﾀｰ
2,

80
0

＝
RM

2,
80

0
学

費
相

殺

タ
イ

チ
ュ

ラ
ロ

ン
コ

ン
大

学
秋

ス
タ

ー
ト

ﾏﾚ
ｰｼ

ｱ
マ

ラ
ヤ

大
学

秋
ス

タ
ー

ト

大
学

寮
へ

入
寮

が
出

来
な

い
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。

そ
の

場
合

は
、

Of
f-

ca
m

pu
sへ

の
ご

案
内

と
な

り
、

左
記

の
価

格
と

大
き

く
異

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

ﾍﾞ
ﾄﾅ

ﾑ

貿
易

大
学

秋
ス

タ
ー

ト
大

学
寮

は
あ

り
ま

せ
ん

。
居

住
先

タ
イ

プ
に

よ
り

、
左

記
の

価
格

と
大

き
く

異
な

る
場

合
も

あ
り

ま
す

。

ベ
ト

ナ
ム

国
家

大
学

ハ
ノ

イ
校

外
国

語
大

学
秋

ス
タ

ー
ト

国
ア

ジ
ア

圏
留

学
期

間
学

生
負

担
額

ﾌｨ
ﾘﾋ

ﾟﾝ

ア
テ

ネ
オ

・
デ

・
マ

ニ
ラ

大
学

秋
ス

タ
ー

ト

フ
ィ

リ
ピ

ン
大

学
デ

ィ
リ

マ
ン

校
秋

ス
タ

ー
ト

デ
・

ラ
・

サ
ー

ル
大

学
秋

ス
タ

ー
ト

－ 37 －

https://global.ateneo.edu/life-and-community/living-costs
https://international.upd.edu.ph/programs/student-mobility/study-in-upd/
https://www.dlsu.edu.ph/
https://english.ftu.edu.vn/research-projects/research-excellence/item/432-exchange-programs.html
https://en.ulis.vnu.edu.vn/admission/exchange-programs/
https://www.chula.ac.th/en/academics/admissions/tuition-and-fees/
https://gem.um.edu.my/inbound-long-term-home


― ３８ ―

９９．．留留学学期期間間中中のの奨奨学学金金

【同志社女子大学の奨学金】

□留学先大学で正規科目を受講する期間の学費（Tuition fee）は、学生交換協定に基づく派遣の

場合を除き、本学が負担します。そのため、基本的には留学先大学の学費相当額の奨学金が授与

されます（留学先大学の学費を留学生の自己負担とする大学も多くあります）。

□また、留学期間中も本学では在籍扱いとなるため、他の在学生と同様、本学の奨学金制度を利

用することができます。 

【独立行政法人日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ）の奨学金】

□JASSO は、協定大学留学生を含む正規留学生を対象に、有利子貸与型および給付型の奨学金制

度を設けています。概要は次のとおりです。

□既に JASSO の貸与奨学金を受けている方は、留学中も引き続き貸与を受けることができます。

ただし、給付奨学金を受けている方で、「海外留学支援制度（協定派遣）」の奨学金を受給してい

る期間中は、国内の給付奨学金を休止する必要があります。手続きは学生支援課で行ってくださ

い。

留学時特別増額貸与奨学金 

□短期留学プログラムでは、留学開始月に一時金として第二種奨学金（１０～５０万円の範囲で

１０万円単位）の貸与を受けることができます。但し、以下①～③の全ての条件を満たす必要が

あります。①国内貸与奨学金（第一種奨学金又は第二種奨学金）の貸与を受けていること。②交

流協定等に基づく留学であり、留学先で修得した単位が帰国後本学の単位として認定される留学

であること、または大学院生が外国の大学院等で研究を目的とする留学であること。③日本政策

金融公庫の「国の教育ローン」に申し込み、審査の結果、融資を受けられなかった世帯の学生等

であること。貸与を希望する方は早めに学生支援課にお問い合わせください。

  給付型 

□「海外留学支援制度（協定派遣）」は、日本の大学等が交流協定等に基づき、諸外国の高等教育

機関等へ短期間（１年以内）派遣される学生に対して、留学に係る費用の一部を奨学金として支

援する制度（給付型）です。本奨学金は公募制であり、本学が応募した留学制度（派遣プログラ

ム）が採択された場合は、その派遣学生に対し支援されます。本奨学金を受給するためには、成

績、家計基準等の経済的理由、他団体からの奨学金受給額、派遣先地域の安全レベルなど、いく

つかの定められた要件を満たす必要があります。また、採択人数の範囲内での支給となるため、

本学で奨学金受給者の選考を行います。なお、２０２６年度は、協定大学留学への派遣プログラム

が採択されており、奨学金受給者には派遣先地域により月額9～11万円が支給されます。詳し

くは国際課までお問い合わせください。

学生支援部学生支援課

○京田辺キャンパス TEL：（０７７４）６５－８４１４

E-mail：gakuse-t@dwc.doshisha.ac.jp
○今出川キャンパス TEL：（０７５）２５１－４１３６

E-mail：gakuse-i@dwc.doshisha.ac.jp
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【その他の奨学金、教育ローン】 
□地方自治体、民間団体の奨学金もありますが、出身地域、専攻分野や留学対象国などに限定の

あるものがほとんどのようです。また、成績優秀者のみが対象になる場合や、何らかの仕事・課

題が義務づけられる場合なども多いので、よく確認をしてから応募しましょう。 
□その他、奨学金ではありませんが、金融機関による留学生向け教育ローンもあります。代表的

なものに日本政策金融公庫の「国の教育ローン」がありますが、その他の金融機関でも取り扱っ

ています。 
 
１１００．．留留学学をを成成功功ささせせるるたためめにに    
 
□留学を成功させるための大前提として「安全管理」「危機管理」があります。留学するみなさん

には、異文化、異制度に対応しつつ、事件・事故・テロ・感染症など、海外でのさまざまなリスク

を想定し、万一に備えることが求められます。なぜなら、「海外留学で一番大切なこと」は「心身

ともに健康な状態で帰国すること」に他ならないからです。健康な状態が保てないと、留学を中

断して帰国せざるを得ない場合もあります。 
□そのため留学が内定したら、出発前のオリエンテーションに参加して、「安全管理」「危機管理」

全般を確認していただきます。 
 
同志社女子大学では、外務省が発出する各国・地域の危険情報（海外安全ホームページ）に基づき、

中・長期留学に関する措置を定めています。外務省による危険レベルが、３「渡航は止めてくだ

さい（渡航中止勧告）」以上の地域への留学はできませんので、出国中止または延期になります。 
また、休学留学など個人手配で留学をする場合においても、外務省の指示には必ず従うようにし

てください。 
 
□そのうえで、「留学を成功させる」にはどうしたらよいかを考えなければなりません。それは、

個人の留学の目的によって異なってくるでしょう。しかし、それが独りよがりな満足に終わって

しまわないよう、次に掲げることを実践していく必要がありそうです。 
 
【出発前にすべきこと】 
☆留学の目的意識をより具体的、明確に持つ。留学すること自体が目的であってはだめ。 
☆留学中の履修がより効果的に進むよう、履修希望科目の基本書（日本語でも可）を読んでおく。 
☆日本文化・社会についても、学んでおく。留学先でもきちんと説明できるようにしておく。 
☆留学先国の言語は、出発直前までしっかりと学習を続ける。出発前の学習を積めば積むほど、

現地での語学の上達は早くなる。 
 
【留学中にすべきこと】 
☆留学の目的に沿った科目履修をする。漫然とした履修計画・態度はだめ。 
☆課外活動にもできるだけ積極的に参加する。そして、様々な価値観・世界観に触れ、受容する

心を持つと同時に、自分自身の中で、日本にいたときに持っていた社会常識・価値観・世界常識

がどのように変わったか、文章で纏めておく。 
☆滞在国の文化・社会にも積極的に触れる。日本の文化・社会との比較もし、類似点・相違点を

確認する。できれば、なぜそのような違いが生じたのかも考えてみる。 

－ 39 －



― ４０ ― 

☆インターネットを効果的に活用し、政治・経済や、日本の社会の動きについても把握しておく。

「日本からの留学生」であることを忘れてはいけない。 
☆自分の留学目的が達成されているか、不断に、自己点検・評価をする。 
 
【帰国後にすべきこと】 
☆留学を通して、何を学び、何を体験し、それによって自分自身がどのように成長したのかを具

体例を交えて話せるように纏めておく。例えば、多様な文化的背景や価値観を持った人たちと

の人間関係において、どのような問題に直面し、それをどのように解決し、そのような経験か

ら自分は何を学んだか。あるいは、海外での生活をとおして、日本（人）の何を発見したか（日

本では気がつかないこと）、という視点も大切。また、そのよう

な経験が社会に出てから（就職してから）どのように活かせる

のかを整理しておくと、就職活動にも有効。就職面接では、単

に「語学力が向上しました」のＰＲだけは逆効果の可能性もあ

り。 
☆語学検定試験等を受験し、スコアアップを図るなど、語学力の

維持・向上に関しても、不断に努力を続ける。やる気さえあれば、日本にいても外国語に触れる

機会は、いくらでもあるはず。 
ＧＯＯＤ ＬＵＣＫ！！ 
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１１．．留留学学ままででののススケケジジュューールル    
 
□まず初めに、留学を決意するところから留学開始までの流れを概観します。留学には一定の学

内成績（ＧＰＡ）を取り、高い語学力を身につけることが必要です。そのためには継続的な取り

組みが欠かせません。計画をしっかりと立てて準備を進めましょう。 
 
 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

講講座座・・セセミミナナーーななどどにに参参加加  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

留留  学学  しし  たた  いい！！  

事事  前前  準準  備備  

協定大学留学制度の理解  

留学目的の明確化・留学計画 
語学力の向上 
学内成績の向上 

 

募募    集集  

【【９９月月下下旬旬かからら１１００月月中中旬旬】】  

受受入入大大学学最最終終選選考考・・決決定定  

【【１１２２月月かからら２２月月】】  

入入学学・・渡渡航航手手続続きき  

【【１１２２月月かからら】】  

  

春春ススタターートト  
留留学学  

入入学学・・渡渡航航手手続続きき  

【【４４月月かからら】】  

  

募募    集集  

【【１１月月下下旬旬かからら２２月月上上旬旬】】  

受受入入大大学学最最終終選選考考・・決決定定  

【【４４月月かからら６６月月】】  

学学内内選選考考  

【【１１００月月中中旬旬】】  

学学内内選選考考  

【【２２月月中中旬旬】】  

秋秋ススタターートト  
留留学学  

留留学学  

動動画画視視聴聴・・研研修修他他ななどどにに参参加加  

海海外外留留学学準準備備動動画画  
協定留学制度，留学体験報告など 英英語語・・中中国国語語・・韓韓国国語語    

CChhaatt  RRoooomm  

WWrriittiinngg  SSuuppppoorrtt   
 

国国内内英英語語研研修修  
EEnngglliisshh  SSkkiillll--UUpp    

CCaammpp  
   

EESSSSRR 

留留学学にに必必要要なな  

検検定定試試験験をを受受験験      
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２２．．学学内内選選考考へへのの出出願願

（１）募集概要

※注記

１．一般入試（前期）当日（１月２６日～２９日）は、事務室閉室のため出願できません。

２．出願期間において、セメスター語学留学制度による留学中の者、そのほか休学留学などや

むを得ない事情により出願書類を国際課に持参できない者は、あらかじめ国際課の了承を得

て、書留郵便またはこれに相当する方法による出願ができます。この場合も、締切日時（日

本時間）必着を厳守すること。なお、面接試験は、セメスター語学留学中の者に限り国際課

が別途指示する方法・日程により行います。 

□募集対象：留学開始時において、本学学部学生である者。ただし、次の者を除く。

  １．留学時に本学学部に在籍 1 年未満の者（ザールラント大学のみ 2 年未満の者） 

 ２．本学協定留学または認定留学制度をすでに利用した者

 ３．国際教養学科生

□出願資格：出願時において、次の基準を満たしていること。なお、英語のスコアは、

出願締切日から起算して１年以内に受験したもの、英語以外は２年以内に限る。

（下記は最低基準。出願先によっては下記基準以上のものもある）

【共通】（ベトナム・タイ・マレーシアを除く）

累積ＧＰＡ ２.０ 
  【英語圏】

TOEFL または IELTS で、以下のいずれかのスコアを取得していること。 
なお、TOEFL-iBT での出願は、Test Date スコアのみ有効とする（MyBest™ ス

コアは適用されない）。

・TOEFL-iBT ５０～

・IELTS ５.５～

 【台湾】 

以下のいずれかのスコアを取得していること。 

英 語  ・TOEFL-iBT ４２～ 
・IELTS    ４.５～

 中国語  ・HSK（漢語水平考試）３級 
・TOCFL Level ３
・中国語検定 ３級

春春ススタターートト留留学学  

  出願期間  ２０２６年 ９月１８日（金） から １０月 ２日（金） １７時まで 

秋秋ススタターートト留留学学  

  出願期間  ２０２７年 １月１８日（月） から  ２月 １日（月） １７時まで 
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        【韓国】 
        以下のいずれかのスコアを取得していること。 

・TOPIK ３級 
          ・ハングル能力検定試験 ３級 
               【フィリピン】 
        以下のいずれかのスコアを取得していること。 
         ・TOEFL-iBT  ６１ 
            ・IELTS      ５.５～ 
                【ベトナム】 
         累積ＧＰＡ ２．８に加え、以下のいずれかのスコアを取得していること。          

         ・ＣＥＦＲ（ヨーロッパ言語共通参照枠） Ａ２（初級者）程度のベトナ 
ム語力 

         ・TOEFL-iBT ６５ 
         ・IELTS ５.５ 
        【タイ】 
         累積ＧＰＡ ３．１に加え、以下のいずれかのスコアを取得していること。

なお、タイ語においてＣＥＦＲ Ａ２（初級者）以上の運用能力を有してい

ることが望ましい。 
          ・TOEFL-iBT ７９ 
          ・IELTS ６.０ 
                 【マレーシア】 
         累積ＧＰＡ３．０に加え以下のいずれかのスコアを取得していること。 
         ・TOEFL-iBT ８０ 
         ・IELTS ６.０ 
 
□出願書類：① 協定大学派遣・オンライン留学 出願書（写真貼付） 

 ・留学先として、第３希望まで申請可能。 
② 出願資格に記載している語学要件のスコアを証明するもの（原本提出） 

・TOEFL または IELTS 成績表について 
TOEFL-iBT は「Test Taker Score Report」、IELTS は「Test Report Form」

を提出してください。TOEFL-iBT と IELTS について、出願期間最終日の１

か月前までに受験した場合で、成績表原本が未着の場合は、「My Home Page」
または「オンライン試験結果表示サービス」の画面コピーで可とします（原本

入手後、速やかに国際課に提出すること）。 
③ 課題作文（日本語または英語）・・英語圏・ドイツは英語 
 ・作文課題は、出願開始のおよそ１か月前に作成する『協定大学（〇〇圏）派遣

留学生 募集要項』に掲載します。 
 ・作成要領は『協定大学（〇〇圏）派遣留学生 募集要項』に従うこと。 
 

□提 出 先：国際課 
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※ 募集要項・出願書は、国際課で配布します。また、「国際交流」ウェブか

らダウンロードできます。 

※ 留学の目的、留学に係る費用の計算と資金計画、および将来の目標・計画

をきちんと立てたうえで出願をしてください。 
  
３３．．学学内内選選考考    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

※注記 

 セメスター語学留学中の出願者については、別途選考面接日程をお知らせします。 
  
【【選選考考ののポポイインントト】】  
□選考の主なポイントは、次の６点です。これらをもとに、総合的に評価し決定します。 
  １．TOEFL-iBT または IELTS の成績（英語圏） 
    ドイツ語検定試験／英語検定試験の成績（ドイツ） 
    検定試験の成績、または留学先国公用語の運用能力（アジア） 
  ２．学内成績 
  ３．出願書類（日本語・英語） 
  ４．課題作文（英語または日本語） 
  ５．面接（日本語または英語） 
  ６．心身の健康 
 
【【面面接接のの内内容容】】  
□面接は、面接官数名と学生１名～３名で行います。学生１名の場合は１５分程度、２名～３名

の場合は２０分～２５分程度の予定です。 
□日本語と英語で行います。 
□質問内容は、志望動機、留学の目的・抱負、どんな分野を学習したいか、将来の計画など、多

方面にわたります。特定の専門知識について深く問うような質問はありません。また、有意義な

留学生活を送るうえで重要な要素である精神的・肉体的に健康であるかの確認を行う場合もあり

ます。 
 
 

 

 

  選考面接 日程 ２０２６年１０月１０日（土） 場所 今出川キャンパス 

  合格発表 日程 ２０２６年１０月１５日（木） 場所 両キャンパス 及び ｅメール 

 
 

  選考面接 日程 ２０２７年 ２月１２日（金） 場所 今出川キャンパス 
  合格発表 日程 ２０２７年 ２月１７日（水） 場所 両キャンパス 及び ｅメール 

 

春春ススタターートト留留学学  

秋秋ススタターートト留留学学  
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【【留留学学候候補補校校とと大大学学ごごととのの推推薦薦人人数数枠枠】】  
□出願者の留学候補校は、上記の総合的な評価をもとに、上位者から順に希望大学を優先して決

定します。１回の選考につき最大３名を各協定大学への推薦人数枠とします。 
 
【【合合格格者者数数】】  
□１回の選考につき、合計１２名以内の学生を学内選考合格とします。（英語圏） 
１回の選考につき、各大学１～３名の学生を学内選考合格とします。（ドイツ・アジア） 
 
【【選選考考結結果果発発表表】】  
□面接試験終了後、１週間程度で学内選考合格者を決定し、上記発表日に国際課前の掲示板及び

ｅメールで発表します。学内選考合格者は、協定大学への派遣留学生として「内定」したことに

なります。 
  
【【オオリリエエンンテテーーシショョンン】】 
□留学が内定した学生を対象に、合格発表数週間後、第１回目のオリエンテーションを行います。

なお、当日無断欠席した場合は、留学を辞退したものとみなします。 
□オリエンテーションは、合計３回行います。内容は、留学先大学への出願手続き、就職活動、

留学期間中の危機管理などです。 
 
【【留留学学内内定定後後のの協協定定校校へへのの応応募募】】 
□第１回目のオリエンテーションでは、協定校が指定する願書等をお渡しします。オリエンテー

ションに出席できないと、内定先大学への出願に間に合わなくなる場合があります。 
□願書等の提出は、ひとりでも遅れると同じ大学に留学する他の学生にも迷惑がかかります。指

定の期日に遅れることのないよう、すみやかに準備を進めてください。 
 
【【協協定定校校かかららのの正正式式受受けけ入入れれ通通知知】】  
□国際課から協定校へ願書等送付後、協定校での受入れ可否の審査が行われます。審査の結果、

派遣留学生として受け入れが認められ、受け入れ許可書等が発行された時点で、正式に協定大学

への派遣留学生として「決定」することになります。 
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LT

S5
.5

〇

2年
次

以
上

Fa
ll 

se
m

es
te

r

1月
2月

3月

2年
次

以
上

こ
の

間
に

、
１

０
週

間
以

上
の

ES
Lを

受
講

す
る

 
Fa

ll 
se

m
es

te
r

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

-
-

－
－

GP
A

(m
in

im
um

)

秋 ス タ ー ト

1年
留

学

5月

下
上

下
中

上

7月
8月

9月
10

月
11

月
12

月
留

学
期

間
TO

EF
L/

IE
LT

S
(m

in
im

um
)

TO
EF

L 
iB

T
M

yB
es

t™
sc

or
es

3月
4月

5月
6月

4月

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

iB
T7

9
IE

LT
S6

.0

9月
3月

Fa
ll 

se
m

es
te

r
Sp

rin
g 

se
m

es
te

r

iB
T7

9
IE

LT
S6

.0
3年

次
の

み
Fa

ll 
se

m
es

te
r

Sp
rin

g 
se

m
es

te
r (

In
te

rn
sh

ip
)

2年
次

以
上

Fa
ll 

se
m

es
te

r

iB
T7

9
IE

LT
S6

.0

2年
次

の
み

但
,英

文
学

科
生

は
３

年
次

も
可

Fa
ll 

se
m

es
te

r
Sp

rin
g 

se
m

es
te

r

iB
T7

9
IE

LT
S6

.0
2年

次
以

上
〇 -

GP
A

(m
in

im
um

)

U.
S.

A.

留
学

期
間

TO
EF

L/
IE

LT
S

(m
in

im
um

)
TO

EF
L 

iB
T

M
yB

es
t™

sc
or

es

共
通

１
．

本
学

で
の

認
定

単
位

数
は

１
年

留
学

の
場

合
、

24
～

30
単

位
。

１
学

期
間

の
留

学
の

場
合

は
、

12
～

15
単

位
と

な
る

。
　

　
※

ES
Lか

ら
の

留
学

の
場

合
は

、
１

学
期

間
の

単
位

認
定

と
な

る
の

で
注

意
す

る
こ

と
。

4月
5月

下
上

下
中

上

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月
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Sm
ith

 C
ol

le
ge

, U
SA

留
学

時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
0

Sw
ee

t B
ria

r C
ol

le
ge

, U
SA

留
学

時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
5

2.
5

2.
5

-
－

－

春 ス タ ー ト

1年
留

学
iB

T5
7

IE
LT

S5
.5

GP
A

(m
in

im
um

)

4月
3月

2月
1月

5月

2年
次

以
上

こ
の

間
に

、
１

０
週

間
以

上
の

ES
Lを

受
講

す
る

  
Fa

ll 
se

m
es

te
r

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

-

2年
次

以
上

Fa
ll 

se
m

es
te

r
Sp

rin
g 

se
m

es
te

r

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

iB
T6

5
IE

LT
S6

.0
2年

次
以

上
Fa

ll 
se

m
es

te
r

秋 ス タ ー ト

1年
留

学
iB

T6
5

IE
LT

S6
.0

〇〇

5月

下
上

下
中

上

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10

月
3月

4月
留

学
期

間
TO

EF
L/

IE
LT

S
(m

in
im

um
)

TO
EF

L 
iB

T
M

yB
es

t™
sc

or
es

秋 ス タ ー ト

春
ス

タ
ー

ト
は

あ
り

ま
せ

ん
。

7月
8月

9月
10

月

下
中

2年
次

以
上

Fa
ll 

se
m

es
te

r
Sp

rin
g 

se
m

es
te

r

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

-
-

－
－

1年
留

学
iB

T9
0

IE
LT

S6
.5

〇

GP
A

(m
in

im
um

)
下

上
上

11
月

12
月

留
学

期
間

TO
EF

L/
IE

LT
S

(m
in

im
um

)
TO

EF
L 

iB
T

M
yB

es
t™

sc
or

es

3月
4月

5月
6月
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M
ou

nt
 A

lli
so

n 
Un

iv
er

si
ty

, C
AN

留
学

時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
0

１
年

留
学

2.
0

2.
0

Un
iv

er
si

ty
 o

f G
ue

lp
h,

 C
AN

留
学

時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
0

2.
0

2.
0

GP
A

(m
in

im
um

)

GP
A

(m
in

im
um

)

Ca
na

da

ES
L＋

正
規
科
目

１
．

ES
L（

語
学

研
修

）
か

ら
協

定
留

学
を

す
る

場
合

は
、

出
願

時
の

語
学

要
件

（
TO

EF
L/

IE
LT

S）
が

低
く

て
も

出
願

が
可

能
。

２
．

ES
Lの

語
学

研
修

先
は

、
留

学
先

大
学

内
に

て
受

講
。

３
．

M
ou

nt
 A

lli
so

n 
Un

ive
rs

ity
の

場
合

、
ES

Lは
オ

ン
ラ

イ
ン

受
講

の
た

め
、

現
地

滞
在

費
が

不
要

で
費

用
負

担
が

軽
減

さ
れ

る
。

正
規
科
目

１
．

ES
Lを

含
む

１
年

留
学

と
比

べ
、

留
学

費
用

負
担

が
軽

減
さ

れ
る

。

共
通

１
．

本
学

で
の

認
定

単
位

数
は

１
年

留
学

の
場

合
、

18
～

30
単

位
。

１
学

期
間

の
留

学
の

場
合

は
、

9～
15

単
位

と
な

る
。

　
　

※
ES

Lか
ら

の
留

学
の

場
合

は
、

１
学

期
間

の
単

位
認

定
と

な
る

の
で

注
意

す
る

こ
と

。

【
特
徴
】

2年
次

以
上

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

-
-

－
－

秋 ス タ ー ト

１
年

留
学

iB
T6

0
IE

LT
S6

.0
〇

EL
CP

 (7
 w

ee
ks

)
EL

CP
 (7

 w
ee

ks
)

W
in

te
r S

em
es

te
r

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

-
-

－
－

春 ス タ ー ト

１
年

留
学

iB
T5

0
IE

LT
S5

.5
iB

T6
0

IE
LT

S6
.0

2年
次

以
上

〇

2年
次

以
上

EL
CP

 (7
 w

ee
ks

)

EL
CP

 (7
 w

ee
ks

)
Fa

ll 
Se

m
es

te
r

EL
CP

 (7
 w

ee
ks

)
EL

CP
 (7

 w
ee

ks
)

Fa
ll 

Se
m

es
te

r

12
月

EL
CP

 (7
 w

ee
ks

)

1月
2月

上
下

中
上

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

W
in

te
r t

er
m

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

3月

2年
次

以
上

Fa
ll 

te
rm

×

Fa
ll 

te
rm

留
学

期
間

TO
EF

L/
IE

LT
S

(m
in

im
um

)
TO

EF
L 

iB
T

M
yB

es
t™

sc
or

es

2月
3月

4月
11

月

iB
T9

0(
no

 s
ec

tio
n 

un
de

r 2
0)

IE
LT

S6
.5

(n
o 

se
ct

io
n 

un
de

r 6
.0

)
×

2年
次

以
上

Fa
ll 

te
rm

下

春 ス タ ー ト

１
年

留
学

iB
T6

0
IE

LT
S5

.5
(n

o 
se

ct
io

n 
un

de
r 5

.0
)

×

iB
T9

0(
no

 s
ec

tio
n 

un
de

r 2
0)

IE
LT

S6
.5

(n
o 

se
ct

io
n 

un
de

r 6
.0

)

秋 ス タ ー ト

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

-
-

－
－

上
下

中
上

10
月

11
月

12
月

1月
2月

2年
次

ま
た

は

3年
次

オ
ン

ラ
イ

ン
SP

P 
(1

2 
w

ee
ks

)

留
学

期
間

TO
EF

L/
IE

LT
S

(m
in

im
um

)
TO

EF
L 

iB
T

M
yB

es
t™

sc
or

es

3月
4月

5月

下
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Un
iv

er
si

ty
 o

f L
ee

ds
, U

K
留

学
時

の
年

次
上

中
下

上
中

下
上

中
下

中
上

中
下

上
下

上
中

下
上

中
下

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下

2.
0

留
学

時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
0

2.
0

 U
ni

ve
rs

ity
 o

f W
ar

w
ic

k,
 U

K
留

学
時

の
年

次
上

中
下

上
中

下
上

中
下

中
上

中
下

上
下

上
中

下
上

中
下

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下

留
学

時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

3.
0

3.
0

GP
A

(m
in

im
um

)

GP
A

(m
in

im
um

)

GP
A

(m
in

im
um

)

GP
A

(m
in

im
um

)

*I
EL

TS
ス

コ
ア

は
6.

5以
上

必
要

で
す

が
、

４
技

能
そ

れ
ぞ

れ
6.

0以
上

が
必

要
条

件
で

す
。

*I
EL

TS
ス

コ
ア

は
6.

0以
上

必
要

で
す

が
、

４
技

能
そ

れ
ぞ

れ
5.

5以
上

が
必

要
条

件
で

す
。

3年
次

の
み

Au
tu

m
n 

 T
er

m
Sp

rin
g 

 T
er

m
Su

m
m

er
 T

er
m

TO
EF

L/
IE

LT
S

(m
in

im
um

)

TO
EF

L 
iB

T
M

yB
es

t™
sc

or
es

7月
8月

春
ス

タ
ー

ト
は

あ
り

ま
せ

ん

秋 ス タ ー ト

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

iB
T9

2 
(R

22
,L

21
,S

23
,W

21
)

IE
LT

S6
.5

3年
次

以
上

Au
tu

m
n 

 T
er

m

１
年

留
学

iB
T9

2 
(R

22
,L

21
,S

23
,W

21
)

IE
LT

S6
.5

×
Sp

rin
g 

 T
er

m

秋 ス タ ー ト

9月

下
上

下
中

上

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10

月
11

月
12

月
1月

2月
留

学
期

間

1月
2月

3月
4月

下
上

下
中

上
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

留
学

期
間

TO
EF

L/
IE

LT
S

(m
in

im
um

)
TO

EF
L 

iB
T

M
yB

es
t™

sc
or

es

2月
3月

4月
5月

6月

3年
次

の
み

Au
tu

m
n 

Se
m

es
te

r
Sp

rin
g 

Se
m

es
te

r

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

iB
T8

0 
(R

18
,L

17
,S

20
,W

19
)

IE
LT

S6
.0

3年
次

以
上

Au
tu

m
n 

Se
m

es
te

r

１
年

留
学

iB
T8

0 
(R

18
,L

17
,S

20
,W

19
)

IE
LT

S6
.0

×

9月
下

上
下

中
上

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10

月
11

月
12

月
1月

2月
留

学
期

間
TO

EF
L/

IE
LT

S
(m

in
im

um
)

TO
EF

L 
iB

T
M

yB
es

t™
sc

or
es

7月
8月

3年
次

以
上

Su
m

m
er

 (1
0 

w
ee

ks
)

Au
tu

m
n 

Se
m

es
te

r
La

ng
ua

ge
 C

en
tre

 a
t L

ee
ds

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

-
－

－

春 ス タ ー ト

１
年

留
学

IE
LT

S 
fo

r U
KV

I5
.5

(n
o 

se
ct

io
n 

un
de

r 5
.0

)
-

1月
2月

3月
4月

下
上

下
中

上
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

留
学

期
間

TO
EF

L/
IE

LT
S

(m
in

im
um

)
TO

EF
L 

iB
T

M
yB

es
t™

sc
or

es

2月
3月

4月
5月

6月

U.
K.

ES
L＋

正
規
科
目

( L
ee

ds
 U

ni
ve

rs
ity

の
み

)

１
．

ES
L（

語
学

研
修

）
か

ら
協

定
留

学
を

す
る

場
合

は
、

出
願

時
の

語
学

要
件

（
TO

EF
L/

IE
LT

S）
が

低
く

て
も

出
願

が
可

能
。

２
．

ES
Lの

語
学

研
修

先
は

、
留

学
先

大
学

内
に

て
受

講
。

３
．

出
願

時
に

IE
LT

S 
fo

r U
KV

Iが
必

須
。

正
規
科
目

１
．

１
年

間
、

正
規

科
目

を
履

修
し

た
場

合
、

本
学

で
の

認
定

単
位

数
は

18
～

30
単

位
と

な
る

。
２

．
ES

Lを
含

む
１

年
留

学
と

比
べ

、
留

学
費

用
負

担
が

軽
減

さ
れ

る
。

１
．

留
学

開
始

時
に

、
３

年
次

生
の

み
が

対
象

。
２

．
各

大
学

に
よ

り
、

留
学

期
間

が
大

き
く

異
な

る
た

め
、

出
願

時
に

予
め

留
学

希
望

先
大

学
の

公
式

HP
に

て
確

認
す

る
こ

と
。

３
．

本
学

で
の

認
定

単
位

数
は

１
年

留
学

の
場

合
、

20
～

30
単

位
。

１
学

期
間

の
留

学
の

場
合

は
、

10
～

15
単

位
と

な
る

。
　

　
※

ES
Lか

ら
の

留
学

の
場

合
は

、
１

学
期

間
の

単
位

認
定

と
な

る
の

で
注

意
す

る
こ

と
。

【
特
徴
】

共
通
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Gr
iff

ith
 U

ni
ve

rs
ity

, A
US

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
4

2.
4

2.
4

2.
4

2.
4

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
4

Un
iv

er
si

ty
 o

f N
ew

 S
ou

th
 W

al
es

, A
US

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
0

2.
0

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
0

2.
0

2.
0

* U
EE

Cプ
ロ

グ
ラ

ム
授

業
開

始
日

か
ら

起
算

し
て

1年
以

内
の

英
語

ス
コ

ア
が

有
効

。
IE

LT
Sス

コ
ア

は
5.

5以
上

必
要

で
す

が
、

W
rit

in
gの

み
5.

5、
そ

の
他

の
技

能
は

5.
0以

上
が

必
要

条
件

で
す

。

Tr
im

es
te

r 3

iB
T7

1 
(R

17
,L

17
,S

17
,W

19
)

IE
LT

S6
.0

 *
2年

次
以

上
Tr

im
es

te
r 1

Tr
im

es
te

r 2
Tr

im
es

te
r 3

(m
in

im
um

)

7月
TO

EF
L/

IE
LT

S
(m

in
im

um
)

TO
EF

L 
iB

T
M

yB
es

t™
sc

or
es

7月
8月

2年
次

以
上

Te
rm

 1
Te

rm
 2

Te
rm

 3

下
上

下
中

上

Tr
im

es
te

r 3

2年
次

以
上

Tr
im

es
te

r 1

正
規
科
目

１
．

ES
Lを

含
む

１
年

留
学

と
比

べ
、

留
学

費
用

負
担

が
軽

減
さ

れ
る

。

秋 ス タ ー ト

1年
留

学

iB
T6

5 
(W

18
)

IE
LT

S5
.5

*
×

9月

GP
A

(m
in

im
um

)

GP
A

(m
in

im
um

)

GP
A

(m
in

im
um

)

GP
A

(m
in

im
um

)

留
学

時
の

年
次

留
学

時
の

年
次

留
学

時
の

年
次

留
学

時
の

年
次

Te
rm

 2

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

iB
T9

0／
IE

LT
S6

.5
2年

次
以

上
Te

rm
 3

2年
次

以
上

Un
iv

er
si

ty
 E

ng
lis

h 
En

try
 C

ou
rs

e 
(U

EE
C)

 2
0 

w
ee

ks
Te

rm
 1

iB
T9

0／
IE

LT
S6

.5
×

2年
次

以
上

Te
rm

 3
Te

rm
 1

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

留
学

期
間

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

iB
T9

0／
IE

LT
S6

.5
2年

次
以

上
Te

rm
 1

春 ス タ ー ト

1年
留

学
iB

T9
0／

IE
LT

S6
.5

×

6月
3月

4月
5月

3月
下

上
下

中
上

9月
10

月
11

月
12

月
1月

2月
3月

4月
5月

6月
7月

8月

11
月

12
月

留
学

期
間

TO
EF

L/
IE

LT
S

(m
in

im
um

)
TO

EF
L 

iB
T

M
yB

es
t™

sc
or

es
1月

2月

2年
次

以
上

Tr
im

es
te

r 3

*I
EL

TS
ス

コ
ア

は
6.

0以
上

必
要

で
す

が
、

４
技

能
そ

れ
ぞ

れ
5.

5以
上

が
必

要
条

件
で

す
。

Tr
im

es
te

r 1

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

iB
T7

1 
(R

17
,L

17
,S

17
,W

19
)

IE
LT

S6
.0

*
2.

4
2年

次
以

上
Tr

im
es

te
r 3

秋 ス タ ー ト

1年
留

学
iB

T7
1 

(R
17

,L
17

,S
17

,W
19

)
IE

LT
S6

.0
*

×

2年
次

以
上

Tr
im

es
te

r 1

留
学

期
間

TO
EF

L/
IE

LT
S

(m
in

im
um

)
TO

EF
L 

iB
T

M
yB

es
t™

sc
or

es
5月

6月
*正

規
科

目
か

ら
履

修
す

る
場

合
、

IE
LT

Sス
コ

ア
は

6.
0以

上
必

要
で

す
が

、
４

技
能

そ
れ

ぞ
れ

5.
5以

上
が

必
要

条
件

で
す

。

7月
下

上
下

中
上

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10

月

留
学

期
間

TO
EF

L 
iB

T
M

yB
es

t™
sc

or
es

2月
3月

4月
5月

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

iB
T7

1 
(R

17
,L

17
,S

17
,W

19
)

IE
LT

S6
.0

 *

2月
TO

EF
L/

IE
LT

S
12

月
1月

Tr
im

es
te

r 2

iB
T7

1 
(R

17
,L

17
,S

17
,W

19
)

IE
LT

S6
.0

 *
2年

次
以

上
Tr

im
es

te
r 2

2年
次

以
上

En
gl

is
h 

at
 G

EL
I (

こ
の

間
で

10
 w

ee
ks

)
Tr

im
es

te
r 2

春 ス タ ー ト

1年
留

学

iB
T5

2 
(R

10
,L

10
,S

15
,W

17
)

IE
LT

S5
.5

 (n
o 

se
ct

io
n 

un
de

r 5
.0

)

×
iB

T7
1 

(R
17

,L
17

,S
17

,W
19

)
IE

LT
S6

.0
 *

3月
4月

下
上

下
中

上
6月

7月
8月

9月
10

月
11

月

Au
st

ra
lia

【
特
徴
】

共
通

１
．

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
は

３
学

期
制

で
す

。
１

学
期

間
履

修
し

た
場

合
、

本
学

で
の

認
定

単
位

数
は

、
12

～
20

単
位

と
な

る
。

ES
L＋

正
規
科
目

１
．

ES
L（

語
学

研
修

）
か

ら
協

定
留

学
を

す
る

場
合

は
、

出
願

時
の

語
学

要
件

（
TO

EF
L/

IE
LT

S）
が

低
く

て
も

出
願

が
可

能
。

２
．

ES
Lの

語
学

研
修

先
は

、
留

学
先

大
学

内
に

て
受

講
。

３
．

ES
L終

了
後

、
正

規
科

目
を

１
～

２
学

期
間

履
修

。
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協
定

大
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
別

の
基

準
点

と
留

学
期

間
 -2

02
7年

度
協

定
大

学
留

学
生

用
-

Ho
ch

sc
hu

le
 D

üs
se

ld
or

f -
 U

ni
ve

rs
ity

 o
f A

pp
lie

d 
Sc

ie
nc

es
（

HS
D）

留
学

時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

留
学

時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

Un
iv

er
si

tä
t d

es
 S

aa
rla

nd
es

［
Sa

ar
la

nd
 U

ni
ve

rs
ity

］
留

学
時

の
年

次
上

中
下

上
中

下
上

中
下

中
上

中
下

上
下

上
中

下
上

中
下

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下

留
学

時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

W
in

te
r S

em
es

te
r

Ge
rm

an
 L

an
gu

ag
e 

Co
ur

se
s

－

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

Go
et

he
-Z

er
tif

ik
at

 B
1

iB
T7

2/
IE

LT
S5

.5
-

3年
次

以
上

2.
0

秋 ス タ ー ト

１
年

留
学

-
-

－

上
2月

3月
4月

5月
6月

7月

【
特

徴
】

共
通

１
．

本
学

で
の

認
定

単
位

数
は

１
年

留
学

の
場

合
、

24
～

40
単

位
。

１
学

期
間

の
留

学
の

場
合

は
、

12
～

20
単

位
と

な
る

。
２

．
秋

学
期

は
２

～
３

月
に

終
了

し
ま

す
。

そ
の

た
め

、
４

年
次

秋
学

期
に

留
学

し
た

場
合

、
本

学
の

所
属

学
科

に
か

か
わ

ら
ず

、
半

年
も

し
く

は
１

年
間

の
卒

業
延

期
と

な
る

。

H
SD

の
場

合

１
．

HS
Dに

て
所

属
す

る
学

部
を

選
択

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
が

、
一

般
的

に
は

「
Fa

cu
lty

 o
f S

oc
ia

l S
ci

en
ce

s 
& 

Cu
ltu

ra
l S

tu
di

es
（

社
会

科
学

・
文

化
学

部
）

」
、

「
Fa

cu
lty

 o
f B

us
in

es
s 

St
ud

ie
s（

経
営

　
　

学
部

）
」

、
「

Fa
cu

lty
 o

f D
es

ig
n（

デ
ザ

イ
ン

学
部

）
」

、
「

Fa
cu

lty
 o

f M
ed

ia
（

メ
デ

ィ
ア

学
部

）
」

の
い

ず
れ

か
へ

所
属

し
ま

す
。

な
お

、
所

属
学

部
以

外
の

科
目

は
２

科
目

ま
で

履
修

が
可

能
で

す
。

２
．

英
語

開
講

科
目

が
多

い
学

部
は

、
「

Fa
cu

lty
 o

f S
oc

ia
l S

ci
en

ce
s 

& 
Cu

ltu
ra

l S
tu

di
es

（
社

会
科

学
・

文
化

学
部

）
」

で
す

。
他

の
学

部
は

ド
イ

ツ
語

の
開

講
科

目
が

中
心

で
す

。
３

．
ド

イ
ツ

語
の

授
業

も
履

修
可

能
で

す
（

ZW
EK

提
供

）
。

「
Fa

cu
lty

 o
f S

oc
ia

l S
ci

en
ce

s 
& 

Cu
ltu

ra
l S

tu
di

es
（

社
会

科
学

・
文

化
学

部
）

」
と

「
Fa

cu
lty

 o
f B

us
in

es
s 

St
ud

ie
s（

経
営

学
部

）
」

に
所

属
　

　
し

、
ド

イ
ツ

語
を

履
修

し
た

場
合

は
、

本
学

へ
の

単
位

認
定

が
可

能
で

す
。

Sa
ar

la
nd

の
場

合
１

．
基

本
的

に
正

規
科

目
は

ド
イ

ツ
語

で
開

講
さ

れ
ま

す
が

、
一

部
英

語
開

講
科

目
も

存
在

し
ま

す
。

２
．

ド
イ

ツ
語

集
中

コ
ー

ス
の

履
修

が
中

心
に

な
り

ま
す

。
こ

の
コ

ー
ス

の
単

位
を

、
本

学
の

単
位

と
し

て
認

定
が

可
能

で
す

。

8月
9月

下
上

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
留

学
期

間
語

学
力

基
準

TO
EF

L 
iB

T
M

yB
es

t™
sc

or
es

GP
A

7月
下

中

春
ス

タ
ー

ト
は

あ
り

ま
せ

ん
。

秋 ス タ ー ト

12
月

1月
2月

3月
下

上
下

中
上

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

留
学

期
間

語
学

力
基

準
TO

EF
L 

iB
T

M
yB

es
t™

sc
or

es
GP

A
1月

2月
3月

4月
5月

2.
0

2年
次

以
上

W
in

te
r S

em
es

te
r

Su
m

m
er

 S
em

es
te

r

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

Go
et

he
-Z

er
tif

ik
at

 B
1

iB
T4

5/
IE

LT
S4

.5
2.

0
2年

次
以

上

１
年

留
学

Go
et

he
-Z

er
tif

ik
at

 B
1

iB
T4

5/
IE

LT
S4

.5
〇

W
in

te
r S

em
es

te
r

春 ス タ ー ト

5月
6月

7月
8月

9月
下

上
下

中
上

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

留
学

期
間

語
学

力
基

準
TO

EF
L 

iB
T

M
yB

es
t™

sc
or

es
GP

A
7月

8月
9月

10
月

5月
6月

2.
0

2年
次

以
上

Su
m

m
er

 S
em

es
te

r
W

in
te

r S
em

es
te

r

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

Go
et

he
-Z

er
tif

ik
at

 B
1

iB
T4

5/
IE

LT
S4

.5
2.

0
2年

次
以

上

1年
留

学
Go

et
he

-Z
er

tif
ik

at
 B

1
iB

T4
5/

IE
LT

S4
.5

〇

Su
m

m
er

 S
em

es
te

r

ド
イ

ツ

留
学

期
間

語
学

力
基

準
TO

EF
L 

iB
T

M
yB

es
t™

sc
or

es
GP

A
1月

2月
3月

下
上

下
中

上
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月
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協
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大
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プ
ロ

グ
ラ

ム
別

の
基

準
点

と
留

学
期

間
 -2

02
7年

度
協

定
大

学
留

学
生

用
-

国
立

高
雄

大
学

［
N

at
io

na
l U

ni
ve

rs
ity

 o
f K

ao
hs

iu
ng

］

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
0

2.
0

3月

下
上

下
中

上

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

2月

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

7月

台
湾

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

1月

注
意

事
項

１
．
語
学
力
基
準
や
GP
Aは

、
今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
国
際
課
に
確
認
す
る
こ
と
。

共
通

8月
9月

下
上

下
中

上

2月
3月

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月

Se
m

es
te

r 1
Se

m
es

te
r 2

ｾﾒ
ｽﾀ
ｰ留

学
iB

T4
5/

IE
LT

S4
.5

HS
K3
級
/T
OC
FL
3/
中
検
3級

2年
次

以
上

Se
m

es
te

r 1

秋 ス タ ー ト

１
年
留
学

iB
T4

5/
IE

LT
S4

.5
HS
K3
級
/T
OC
FL
3/
中
検
3級

2年
次

以
上

１
．
中
国
語
：
１
学
期
60
時
間
の
履
修
。

２
．
正
規
科
目
：
週
2～

25
時
間
の
履
修
。

【
特
徴
】

１
．
本
学
で
の
認
定
単
位
数
は
１
年
留
学
の
場
合
、
最
大
40
単
位
ま
で
単
位
認
定
が
可
能
。
１
学
期
間
の
留
学
の
場
合
は
、
最
大
20
～
30
単
位
の
認
定
が
可
能
。

　
　
※
但
し
、
正
規
科
目
の
単
位
認
定
対
象
で
あ
る
中
国
語
科
目
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
科
目
が
留
学
生
対
象
開
講
科
目
で
あ
る
こ
と
が
条
件
。

２
．
秋
学
期
は
１
月
に
終
了
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
４
年
次
秋
学
期
に
留
学
し
た
場
合
、
本
学
の
所
属
学
科
に
か
か
わ
ら
ず
、
半
年
も
し
く
は
１
年
間
の
卒
業
延
期
と
な
る
。

３
．
留
学
期
間
は
秋
学
期
開
始
の
み
。

４
．
正
規
科
目
は
、
中
国
語
と
英
語
の
開
講
科
目
が
あ
る
。

特
徴

春
ス
タ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

－ 57 －



静
宜

大
学

［
Pr

ov
id

en
ce

 U
ni

ve
rs

ity
］

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
5

2.
5

東
呉

大
学

［
So

oc
ho

w
 U

ni
ve

rs
ity

］

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
0

2.
0

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

1月
2月

1月
留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

7月

春
ス
タ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

3月

下
上

下
中

上

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

秋 ス タ ー ト

１
年
留
学

iB
T4

5/
IE

LT
S4

.5
HS
K3
級
/T
OC
FL
3/
中
検
3級

2年
次

以
上

【
特
徴
】

次
の
３
種
類
の
オ
プ
シ
ョ
ン
か
ら
選
択
す
る
こ
と
。

オ
プ
シ
ョ
ン
１
：
　
・
中
国
語
（
週
10
時
間
）
　
：
本
学
の
10
単
位
相
当

　
　
　
　
　
　
　
　
・
正
規
科
目
　
　
　
　
　
　
：
本
学
の
12
単
位
上
限

オ
プ
シ
ョ
ン
２
：
　
・
中
国
語
（
週
15
時
間
）
　
：
本
学
の
15
単
位
相
当

　
　
　
　
　
　
　
　
・
正
規
科
目
　
　
　
　
　
　
：
本
学
の
7単

位
上
限

オ
プ
シ
ョ
ン
２
：
　
・
正
規
科
目
　
　
　
　
　
　
：
本
学
の
22
単
位
上
限

8月
9月

下
上

下
中

上

2月
3月

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

GP
A

1月
2月

Se
m

es
te

r 1
Se

m
es

te
r 2

ｾﾒ
ｽﾀ
ｰ留

学
iB

T4
5/

IE
LT

S4
.5

HS
K3
級
/T
OC
FL
3/
中
検
3級

2年
次

以
上

Se
m

es
te

r 1

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

7月

3月
下

上
下

中
上

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

留
学
期
間

語
学
力
基
準

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

1月

【
特
徴
】

１
．
中
国
語
　
　
：
本
学
の
４
単
位
相
当

２
．
正
規
科
目
　
：
※
中
国
語
で
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
コ
ー
ス
の
授
業
を
履
修
す
る
場
合
は
、
HS
K（

漢
語
水
平
考
試
）
4級

相
当
以
上
の
中
国
語
レ
ベ
ル
の
ス
コ
ア
が
必
要
。

春
ス
タ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Se
m

es
te

r 1
Se

m
es

te
r 2

ｾﾒ
ｽﾀ
ｰ留

学
iB

T4
2/

IE
LT

S5
.0

HS
K3
級
/T
OC
FL
3/
中
検
3級

2年
次

以
上

Se
m

es
te

r 1

秋 ス タ ー ト

１
年
留
学

iB
T4

2/
IE

LT
S5

.0
HS
K3
級
/T
OC
FL
3/
中
検
3級

2年
次

以
上

8月
9月

下
上

下
中

上
2月
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協
定

大
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
別

の
基

準
点

と
留

学
期

間
 -2

02
7年

度
協

定
大

学
留

学
生

用
-

ソ
ウ

ル
女

子
大

学
［

Se
ou

l W
om

en
's

 U
ni

ve
rs

ity
］

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
0

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

誠
信

女
子

大
学

［
Su

ng
sh

in
 W

om
en

's
 U

ni
ve

rs
ity

］
留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
0

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

秋
ス

タ
ー

ト
は

あ
り

ま
せ

ん
。

秋
ス

タ
ー

ト
は

あ
り

ま
せ

ん
。

【
特

徴
】

共
通

１
．
基
本
的
に
正
規
科
目
は
韓
国
語
で
開
講
さ
れ
ま
す
が
、
英
語
の
開
講
科
目
（
一
部
）
を
履
修
す
る
こ
と
が
可
能
。

　
　
※
原
則
、
正
規
科
目
を
1年

間
で
３
～
5科

目
履
修
し
た
場
合
、
本
学
で
の
認
定
単
位
数
は
１
年
留
学
の
場
合
、
9～

15
単
位
。
１
学
期
間
の
留
学
の
場
合
は
、
18
～
30
単
位
と
な
る
。

２
．
原
則
、
語
学
堂
に
て
韓
国
語
を
受
講
（
午
前
）
し
ま
す
。
正
規
科
目
の
履
修
は
午
後
か
ら
と
な
り
、
必
然
的
に
本
学
へ
の
単
位
認
定
数
は
少
な
く
な
る
。

　
　
※
語
学
堂
の
韓
国
語
は
単
位
認
定
は
不
可
で
す
が
、
正
規
科
目
の
韓
国
語
の
授
業
（
一
部
）
に
て
、
単
位
認
定
の
対
象
と
な
る
科
目
が
あ
る
。

３
．
留
学
期
間
は
春
学
期
開
始
の
み
。

４
．
夏
期
休
暇
期
間
中
は
、
語
学
堂
が
開
講
す
る
韓
国
語
の
授
業
（
有
料
）
受
講
す
る
こ
と
が
可
能
。
（
単
位
認
定
不
可
）

Se
m

es
te

r 2

韓
国

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

1月
2月

3月

下
上

下
中

上

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

ｾﾒ
ｽﾀ
ｰ留

学
-

－
－

春 ス タ ー ト

１
年
留
学

韓
国
語
能
力
試
験
３
級
／

『
ハ
ン
グ
ル
』
能
力
検
定
試

験
３
級

３
年
次

以
上

Se
m

es
te

r 1

5月
6月

7月
8月

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

7月
8月

9月

下

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月

中
上

4月

上
下

1月
2月

3月
下

上
下

中
上

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

5月
6月

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

春 ス タ ー ト

１
年
留
学

韓
国
語
能
力
試
験
３
級
／

『
ハ
ン
グ
ル
』
能
力
検
定
試

験
３
級

2年
次

以
上

Se
m

es
te

r 1

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

7月
8月

9月

Se
m

es
te

r 2

ｾﾒ
ｽﾀ
ｰ留

学
韓
国
語
能
力
試
験
３
級
／

『
ハ
ン
グ
ル
』
能
力
検
定
試

験
３
級

2.
0

2年
次

以
上

Se
m

es
te

r 1

下
上

下
中

上
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別
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準
点
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学
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02
7年

度
協

定
大

学
留

学
生

用
-

フ
ィ

リ
ピ

ン
大

学
デ

ィ
リ

マ
ン

校
［

Un
iv

er
si

ty
 o

f t
he

 P
hi

lip
pi

ne
s 

Di
lim

an
］

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
0

2.
0

2.
0

特
徴

春
ス
タ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

注
意

事
項

共
通

１
．
本
学
で
の
認
定
単
位
数
は
１
年
留
学
の
場
合
、
最
大
30
～
36
単
位
ま
で
単
位
認
定
が
可
能
。
１
学
期
間
の
留
学
の
場
合
は
、
最
大
15
～
18
単
位
の
認
定
が
可
能
。

２
．
留
学
期
間
は
秋
学
期
開
始
の
み
。

３
．
３
校
す
べ
て
マ
ニ
ラ
の
首
都
圏
に
あ
り
、
生
活
全
般
を
英
語
で
行
う
こ
と
が
可
能
。

４
．
大
学
の
敷
地
は
広
く
、
大
学
敷
地
内
で
生
活
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
安
全
に
生
活
が
可
能
。
（
厳
重
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
り
ま
す
）

５
．
い
ず
れ
の
大
学
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
学
で
す
。

６
．
英
語
圏
の
協
定
留
学
に
比
べ
留
学
費
用
を
半
額
以
下
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

１
．
語
学
力
基
準
や
GP
Aは

、
今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
国
際
課
に
確
認
す
る
こ
と
。

フ
ィ

リ
ピ

ン

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

1月
2月

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

7月
8月

Se
m

es
te

r 1
Se

m
es

te
r 2

iB
T6

1/
IE

LT
S5

.5
2年

次
以
上

Se
m

es
te

r 1
Se

m
es

te
r 2

3月

下
上

下
中

上

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

9月

下
上

下
中

上

2月
3月

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月

Su
m

m
er

 S
es

si
on

ｾﾒ
ｽﾀ
ｰ留

学
iB

T6
1/

IE
LT

S5
.5

2年
次

以
上

Se
m

es
te

r 1

秋 ス タ ー ト

１
年
留
学

iB
T6

1/
IE

LT
S5

.5
2年

次
以
上

－ 60 －



ア
テ

ネ
オ

・
デ

・
マ

ニ
ラ

大
学

［
At

en
eo

 d
e 

M
an

ila
 U

ni
ve

rs
ity

］

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
8

2.
8

2.
8

デ
・

ラ
・

サ
ー

ル
大

学
［

De
 L

a 
Sa

lle
 U

ni
ve

rs
ity

］

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

3.
38

3.
38

3.
38

春
ス
タ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

春
ス
タ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

1月
2月

3月
下

上
下

中
上

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

7月
8月

9月
下

上
下

中
上

2月
3月

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月

Se
m

es
te

r 1
Se

m
es

te
r 2

iB
T7

9/
IE

LT
S6

.0
2年

次
以
上

Se
m

es
te

r 1
Se

m
es

te
r 2

秋 ス タ ー ト

１
年
留
学

iB
T7

9/
IE

LT
S6

.0
2年

次
以
上

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

1月
2月

In
te

rs
es

si
on

ｾﾒ
ｽﾀ
ｰ留

学
iB

T7
9/

IE
LT

S6
.0

2年
次

以
上

Se
m

es
te

r 1

3月
下

上
下

中
上

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

5月
6月

7月
8月

9月
10
月

11
月

12
月

1月

iB
T7

9/
IE

LT
S6

.0
2年

次
以
上

Te
rm

 1
Te

rm
 2

秋 ス タ ー ト

１
年
留
学

iB
T7

9/
IE

LT
S6

.0
2年

次
以
上

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

7月 下
上

下
中

上
2月

3月
4月

Te
rm

 3

ｾﾒ
ｽﾀ
ｰ留

学
iB

T7
9/

IE
LT

S6
.0

2年
次

以
上

Te
rm

 1

Te
rm

 1
Te

rm
 2

8月
9月

－ 61 －
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度
協
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学
留

学
生

用
-

貿
易

大
学

［
Fo

re
ig

n 
Tr

ad
e 

Un
iv

er
si

ty
］

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

2.
8

2.
8

ベ
ト

ナ
ム

国
家

大
学

ハ
ノ

イ
校

外
国

語
大

学
［

U
ni

ve
rs

ity
 o

f L
an

gu
ag

es
 a

nd
 In

te
rn

at
io

na
l S

tu
di

es
 - 

Vi
et

na
m

 N
at

io
na

l U
ni

ve
rs

ity
, H

an
oi

］
留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

3.
15

3.
15

1月 下
2月

共
通

特
徴

１
．
本
学
で
の
認
定
単
位
数
は
１
年
留
学
の
場
合
、
最
大
30
～
36
単
位
ま
で
単
位
認
定
が
可
能
。
１
学
期
間
の
留
学
の
場
合
は
、
最
大
15
～
18
単
位
の
認
定
が
可
能
。

２
．
留
学
期
間
は
秋
学
期
開
始
の
み
。

３
．
２
校
す
べ
て
ハ
ノ
イ
市
内
（
首
都
）
に
あ
り
ま
す
。

注
意

事
項

１
．
語
学
力
基
準
や
GP
Aは

、
今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
国
際
課
に
確
認
す
る
こ
と
。

3月
1月

2月
3月

4月

ベ
ト

ナ
ム

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

上
下

中
上

8月
9月

10
月

11
月

12
月

5月
6月

7月

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

7月

春
ス
タ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

8月
9月

下
上

下
中

上

2月
3月

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

1月
2月

Se
m

es
te

r 1
Se

m
es

te
r 2

ｾﾒ
ｽﾀ
ｰ留

学
iB

T6
5/

IE
LT

S5
.5

2年
次

以
上

Se
m

es
te

r 1

秋 ス タ ー ト

１
年
留
学

iB
T6

5/
IE

LT
S5

.5
2年

次
以
上

3月
下

上
下

中
上

9月
10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月
8月

春
ス
タ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

8月
9月

下
上

下
中

上

2月
3月

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月

Se
m

es
te

r 1
Se

m
es

te
r 2

ｾﾒ
ｽﾀ
ｰ留

学
IE

LT
S6

.0
CE
FR
-B
2程

度
の
ﾍﾞ
ﾄﾅ
ﾑ語

力
2年

次
以
上

Se
m

es
te

r 1

秋 ス タ ー ト

１
年
留
学

IE
LT

S6
.0

CE
FR
-B
2程

度
の
ﾍﾞ
ﾄﾅ
ﾑ語

力
2年

次
以
上

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

7月
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協
定

大
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
別

の
基

準
点

と
留

学
期

間
 -2

02
7年

度
協

定
大

学
留

学
生

用
-

チ
ュ

ラ
ロ

ン
コ

ン
大

学
［

Ch
ul

al
on

gk
or

n 
Un

iv
er

si
ty

］

留
学

時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

留
学

時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

3.
10

3.
10

特
徴

１
．

留
学

期
間

は
秋

学
期

開
始

の
み

。
２

．
英

語
に

よ
る

正
規

科
目

を
中

心
に

履
修

し
ま

す
。

３
．

バ
ン

コ
ク

市
内

（
首

都
）

に
あ

り
ま

す
。

注
意

事
項

１
．

語
学

力
基

準
や

GP
Aは

、
今

後
変

更
さ

れ
る

可
能

性
が

あ
る

の
で

、
国

際
課

に
確

認
す

る
こ

と
。

２
．

Ph
ys

ic
al

 S
ci

en
ce

, L
ife

 S
ci

en
ce

s,
 S

ci
en

ce
s 

&T
ec

hn
ol

og
yは

 IE
LT

S6
.0

、
Ar

ts
, H

um
an

iti
es

 &
 S

oc
ia

l S
ci

en
ce

sは
 IE

LT
S6

.5
、

BA
LA

C 
(L

an
gu

ag
e 

&C
ul

tu
re

 P
ro

gr
am

)を
選

択
す

る
　

　
場

合
は

、
IE

LT
S7

.0
が

必
要

。
詳

し
く

は
国

際
課

ま
で

確
認

を
す

る
こ

と
。

留
学

期
間

語
学

力
基

準
GP

A
1月

2月
3月

下
上

下
中

上

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月

タ
イ

留
学

期
間

語
学

力
基

準
GP

A
7月

春
ス

タ
ー

ト
は

あ
り

ま
せ

ん
。

8月
9月

下
上

下
中

上

2月
3月

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月

Se
m

es
te

r 1
Se

m
es

te
r 2

ｾﾒ
ｽﾀ

ｰ留
学

iB
T7

9/
IE

LT
S6

.0
 ※

CE
FR

-A
2程

度
の

タ
イ

語
力

2年
次

以
上

Se
m

es
te

r 1

秋 ス タ ー ト

１
年

留
学

iB
T7

9/
IE

LT
S6

.0
 ※

CE
FR

-A
2程

度
の

タ
イ

語
力

2年
次

以
上
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協
定

大
学

プ
ロ

グ
ラ

ム
別

の
基

準
点

と
留

学
期

間
 -2

02
7年

度
協

定
大

学
留

学
生

用
-

マ
ラ

ヤ
大

学
［

Un
iv

er
si

ty
 o

f M
al

ay
a］ 留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

留
学
時
の

年
次

上
中

下
上

中
下

上
中

下
中

上
中

下
上

下
上

中
下

上
中

下
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

上
中

下
上

中
下

3.
0

3.
0

マ
レ

ー
シ

ア

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

1月

特
徴

１
．
留
学
期
間
は
秋
学
期
開
始
の
み
。

２
．
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
内
（
首
都
）
に
あ
り
ま
す
。
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
内
は
英
語
で
生
活
が
可
能
。

３
．
マ
ラ
ヤ
大
学
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
最
古
・
最
高
峰
の
国
立
大
学
で
、
大
規
模
な
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
も
24
時
間
体
制
で
安
全
で
す
。

４
．
多
国
籍
の
留
学
生
が
在
籍
し
て
お
り
、
国
際
色
豊
か
な
学
習
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

注
意

事
項

１
．
語
学
力
基
準
や
GP
Aは

、
今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
国
際
課
に
確
認
す
る
こ
と
。

2月
3月

下
上

下
中

上

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月
2月

3月
4月

5月
6月

7月

留
学
期
間

語
学
力
基
準

GP
A

7月

春
ス
タ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
。

8月
9月

下
上

下
中

上

2月
3月

4月
5月

6月
7月

8月
9月

10
月

11
月

12
月

1月

Se
m

es
te

r 1
Se

m
es

te
r 2

ｾﾒ
ｽﾀ
ｰ留

学
iB

T8
0/

IE
LT

S6
.0

2年
次

以
上

Se
m

es
te

r 1

秋 ス タ ー ト

１
年
留
学

iB
T8

0/
IE

LT
S6

.0
2年

次
以
上
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添１－１ 

 

○同志社女子大学留学規程 
 
 
（総 則） 

第１条 同志社女子大学学則第２５条及び第３０条第

２項に定める留学に関する事項、並びに同志社女子

大学大学院学則第１０条第２項に定める大学院の授

業科目の履修に関する事項で留学に係る場合は、そ

れぞれの学則に定めるものの他、この規程の定める

ところによる。 
（定 義） 

第２条 この規程において留学とは、外国の大学又は

これに相当する高等教育機関で、原則として学位授

与権を有するもの（以下「留学先大学」という。）に

おける学修について、本学が教育上有益であると認

めたものをいう。 
 但し、本学を休学して留学する場合は、この規程

の対象としない。  
（留学制度の種類） 

第３条 留学制度の種類は、次のとおりとする。   
 (１)外国協定大学留学 
 (２)外国大学認定留学 
 (３)国際教養学科学生の留学 
 (４)セメスター語学留学 
２ 前項各号の留学制度に関する事項は、別に定める。 

３ 同一の学生が在学期間中に利用できる留学制度は、

第１項第４号の制度を利用する場合を除き、同項各

号の内いずれか１つとする。また、同じ制度を２度

にわたり利用することはできない。ただし、第１項 

 第３号の利用を除く。 

(資格) 

第４条 留学をする者は、次の各号に掲げる条件を満

たす者でなければならない。 

 (１)留学開始時において、学部生においては学士課

程に１年以上、大学院生においては、修士課程又は

博士課程に１年以上在籍していること。ただし、第

３条第１項第４号により留学する場合は、留学開始

時において、学士課程の１年次または２年次の者と

する。 

 (２)留学目的及び留学計画が明確であること。 

 (３)人物が優れていること。 

 (４)海外生活に支障のない健康状態であること。 

 (５)各留学制度の趣旨に鑑み、十分な学業成績を有

すること。 

 (６)各留学制度の趣旨に鑑み、十分な外国語能力を

有すること。 

 (７)留学先大学等の入学許可書を有すること。 

 (８)留学にあたり、父又は母（父母のいない者は、

これにかわる親戚等）の保証書を提出すること。 

(留学の許可) 

第５条 留学許可の決定方法は、別に定める方法に従

い、学長が決定する。 

(学籍上の留学期間) 

第６条 本学学籍上の留学期間は、留学先大学等の留

学開始日及び留学終了日を勘案し、本学の授業、定

期試験に支障のない範囲において、本学の１つの学

期(セメスター)を最小単位として決定する。 

２ 学籍上の留学期間は、第３条第１項の各号に定め

る留学制度ごとに、２学期(セメスター)以内とする。 

(留学期間中の学費) 

第７条 学籍上の留学期間中における本学の学費は、

全額納入するものとする。 

(履修手続) 

第８条 留学を許可された者は、渡航前に留学に関す

る履修指導を受けなければならない。 

(留学中の報告) 

第９条 留学期間中は、所定の報告書を定期的に所定

の部所に提出しなければならない。 

(留学後の報告) 

第１０条 留学を終えて帰国したときは、所定の報告書

を所定の部所に提出しなければならない。 

(単位の認定又は授与) 

第１１条 留学期間中に履修又は受講した授業科目は、

所定の手続により、帰国後、本学の単位認定(読替え)

又は単位授与の申請をしなければならない。単位の

認定に関する事項は、別に定める。 

(留学の取止め) 

第１２条 留学期間中に特別の事情により留学を取り

止める場合は、学長の許可を受けなければならない。 

２ 国際教養学科学生が前項の取止めを申し出た場合

で、学長が認めたときは、留学をしなかったものと

して取り扱うことができる。 

(留学の取消し) 

第１３条 留学許可決定後に、次の各号のいずれかに該

当すると認められる場合、国際交流委員会の承認を

得て、学長は留学を取り消すことがある。 

(１)提出書類に意図して虚偽の記載をした場合 

(２)許可なく留学を取り止めた場合 

(３)本学所管部所の指示に再三従わず、改善の兆しが

見られない場合 

(４)本学又は留学先大学等の秩序を乱し、その教育研

究活動を妨げる行為を行った場合で、特に悪質と判

断された場合 

(５)本学又は留学先大学等の規則・命令等に違反する

行為を行った場合で、特に悪質と判断された場合 

(その他) 

第１４条 この規程に定めるもののほか、学生の留学に

関し必要な事項は、国際交流委員会の議を経て、国

際部長が定める。 

(改廃) 

第１５条 この規程の改廃は、国際交流委員会、常任委

員会及び評議会の議を経て学長が決定する。 

  

 附 則 

この規程は、２０２５年４月１日から施行する。 
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添１－２ 

 

○同志社女子大学外国協定大学 
留学に関する内規 

 
 （目的） 

第１条 この内規は、学則第２５条及び第３０条の規

定に基づき、本学学部学生の外国の協定大学への留

学について必要な事項を定める。 
 （協定大学留学の定義） 

第２条 この内規でいう協定大学留学とは、本学と学

術交流協定又は学生交流協定を締結している協定大

学若しくはそれに準じる大学（以下「協定大学」と

いう。）へ、協定等に基づいて行う留学をいう。 
 （留学期間および学籍上の取扱い） 
第３条 協定大学への留学期間は原則として１年（２

セメスター）または半年（１セメスター）とし、その

期間は本学の修業年限に算入する。 
２ 所定の留学期間を超えて引き続き留学する場合、

その期間は休学扱いとする。 
３ 前項にかかわらず、卒業年次の秋学期に留学する

者で、当該留学により卒業延期となる期間に本学で

の履修をしない場合は、国際部長の承認を得て、当

該延期期間を休学扱いとせず、留学を継続すること

ができる。この場合、当該継続に関る学期の授業料

は自己負担とするが、履修科目については、本内規

第４条の規定に従い、本学の単位に認定できるもの

とする。 
４ 休学中の留学については、この内規は適用しない。 
 （単位認定） 
第４条 協定大学において修得した単位は、学則等の

規定に基づき認定することができる。 
２ 単位の認定方法については、別に定める。 
 （帰国後の履修登録） 
第５条 協定大学の学年暦の都合上、各学期の登校指

定日までに帰国できない場合は、一定期間に限り登

録を認めることがある。 
 （学費） 
第６条 協定大学留学に関する学費の取り扱いについ

ては、別に定める。 
 （出願資格・選考） 
第７条 協定大学へ推薦するための学内選考に出願で

きる学生は、１年次生以上とする。 
２ 学内選考は、留学前年度の秋学期に行う。 
３ 学内選考は国際交流委員会が行い、学長が決定す

る。 
 （改廃） 
第８条 この内規の改廃は、国際交流委員会、常任委員

会及び評議会の議を経て学長がこれを決定する。 
 

 附 則 

この内規は、２０２５年４月１日から施行する。 

 
 
 
 
 
 
 

 
○外国大学留学に係る単位認定 

についての申し合せ 
 
 同志社女子大学外国協定大学留学に関する内規第４

条第２項、および、同志社女子大学外国大学認定留学

に関する内規第７条第２項の単位認定方法についてこ

の申し合わせを適用する。 
 
 （認定の対象および上限） 

１．外国協定大学留学および外国大学認定大学留学に

おける単位認定は、卒業資格に関係する科目または

科目区分について行う。 
２．前項の場合において、教職課程に関わる科目につい

ては単位認定を行わない。 
３．認定単位数は４０単位を上限とする。ただし、「同

大互換科目」「大学コンソーシアム科目」「放送大学

科目」等の他大学で履修した単位を卒業に必要な単

位として算入している場合の認定単位数ついては、

別に定める。 
 
 （認定基準） 
４．必修科目の認定は、留学先大学での履修科目の内容

を勘案し、これと同等とみなされる本学の設置科目

に読み替えを行うことを原則とする。選択必修科目

および選択科目の認定は、読み替え、または、科目

区分認定のいずれかの方法で行う。 
５．単位認定は、本学での上級学年配当科目についても

可能とする。 
６．留学先大学で履修した科目の単位数を本学の単位

数に換算する場合は、原則として、当該履修科目の

単位数を基礎として算出した学修総時間数を、本学

の１単位修得に必要な学修総時間数で除して算定す

る。算定の結果、小数点以下の数字が生じた場合は、

原則としてこれを切り上げる。 
７．単位制度を採用していない大学での履修の場合な

ど、履修科目所定の学修総時間数が明らかでない場

合は、実質授業時間数を考慮して認定単位数を判断

する。 
 
 （認定手続） 
８．単位認定手続きは、留学生の所属する学科の教務主

任が担当する。留学生は、渡航前に履修希望科目を

提出し、教務主任の指導を受けることができる。ま

た、留学先大学での登録までの間の変更事項（履修

希望、欠講・登録不許可などによる変更を含む）に

ついても、必要に応じて指導を受けることができる。 
９．留学生は、単位認定の指導を受ける際に、科目概要、

その他教務主任が要求する情報を提供するものとす

る。また、授業時間割、シラバス、履修要項をでき

るだけすみやかに送付するものとする。 
１０．留学生は、帰国に先立ち、留学先大学のしかるべ

き部署で、成績証明書がすみやかに同志社女子大学

へ送付されるように必要な手続きを行う。 
１１．教務主任は、留学生の履修科目の単位認定につい

て検討した結果を、教務部長に報告するものとする。

教務部長は、教務部主任会の意見を聞いて、認定の

可否を決定する。 
１２．この単位認定手続きは、単位の取得、成績証明書

の提出および教授会への報告をもって完了とする。 
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 （成績原簿上の表記） 
１３．成績原簿の記載は、「成績」欄は N、「評価」欄

は留認と記載する。履修年度は原則として留学年度

とする。「学籍情報」欄に留学期間および留学先大学

名を記載する。 
 
 附 則 
この申し合せは、２０１０年４月１日以降に留学を開始

する学生に適用する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○協定大学への留学に係る学費の 

取り扱いについての申し合せ 
 
１ 同志社女子大学外国協定大学留学に関する内規第

６条の学費の取扱いについては、以下のとおりとす

る。 

２ 留学期間中の本学所定の学費は通常どおり徴収す

る。 

３ 留学先大学の学費の内、授業料は本学が負担する。

実験・実習費、寮費、食費、その他雑費は留学生の負

担とする（以下「自己負担分」という。）。 

４ 前項の自己負担分が、授業料と同時に請求があっ

た場合は、本学が一旦立替えて授業料とともに留学

先大学に送金する。自己負担分は、日本円で精算の

上、本学が留学生に請求する。 

５ 留学先大学より交換留学生を受け入れる場合、本

学から派遣する留学生の学費の取扱いについては、

大学ごとに協議し別途定めることもあるが、その場

合においても、留学生の負担については、ここに定

める負担分の原則（２項、３項）を超えないことと

する。 

６ 留学生には、奨学金を授与することができる。 

７ 留学先大学での正規科目受講に先立ち、留学生が

現地で受講する英語研修（ＥＳＬ）の受講料は、全

額留学生の自己負担とする。 

８ この申合せの改廃は、国際交流委員会、常任委員

会及び評議会の議を経て学長が決定する。 

 

 附 則 

この申し合せは、２０２２年４月１日から施行する。 
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○同志社女子大学中・長期留学 
に関する遵守事項 

 
改正 ２０２５年４月 １日 

 
同志社女子大学（以下「本学」という。）の外国協

定大学留学制度、外国大学認定留学制度、国際教養学

科学生の留学制度、又はセメスター語学留学制度を利

用し留学する者（以下「留学生」という。）は、以下

の各事項について充分に理解し、遵守しなければなら

ない。 
 また留学生は、自身の健康と安全に留意することは

もちろん、留学先大学の学生であると同時に本学学生

であることを認識し、誇りと責任をもって行動しなけ

ればならない。 
 

ⅠⅠ  全全般般  
１) 留学期間中の本学学費及び留学先大学の授業

料・実習料・寮費等で、本学又は留学先大学から請

求があった場合、留学生は、定められた期限までに

遅滞なく全額を支払わなければならない。 
２）留学先国・地域の安全情報は、主として外務省

『海外安全ホームページ』による。出国可否等の判

断にあたっては、同ホームページが発出する「危険

レベル」及び「感染症危険レベル」を基準とし、こ

れらが同時に発出された場合は、レベルの高い方を

適用し、学長が判断するものとする。 
 
ⅡⅡ  出出国国前前  
１）本学所管部所が開催する事前オリエンテーション

には、必ず参加すること。 
２）留学先大学への申請に際して、本学所定の誓約

書、保証書を所管部所に提出すること。 
３）パスポート、査証（ビザ）及び航空券は、各自の

責任において取得すること。なお、査証及び航空券

の申請において、専門会社によるサポートが必要な

場合は、所管部所による紹介を受けることができ

る。 
４）留学中の履修希望科目に関する指導を受けるこ

と。 
５）本学が指定する海外旅行傷害保険に加入するこ

と。 
６）留学期間中の危機管理のため、本学が指定する留

学生危機管理サービスの会員となること。また、危

機管理上必要な事項については、疾病やトラブルに

関する個人情報も含め、同社と本学間で共有するこ

とを了解する。 
７）留学先国・地域について、出国日の１か月前又は

その日以降に、外務省『海外安全ホームページ』に

おいて、「渡航は止めてください。（渡航中止勧

告）」又は「退避してください。渡航は止めてくだ

さい。（退避勧告）」が発出された場合、出国を延期

すること。 
 
ⅢⅢ  留留学学期期間間中中――日日常常生生活活全全般般  
１）留学先の国、州及び地方自治体の関係法令並びに

査証（ビザ）制度（入国許可条件）を理解し、これ

を守ること。 
２）留学開始後速やかに、住所又は居所を管轄する日

本の大使館又は総領事館（在外公館）に「在留届」

を提出すること（インターネットによる提出も

可）。 
３）留学期間中は、外務省『海外安全ホームページ』

や現地のニュース、留学先大学のアドバイザー、留

学危機管理サービス等をとおして、安全管理に関す

る情報を入手するよう努めること。 
４）留学期間中、滞在先を保証人、本学に対して報告

すること。滞在先を変更、若しくは一時不在にする

場合には、必ず事前にその旨を連絡すること。 
５）留学期間中は、所定の報告書（「留学生月報」又

は「Monthly Report」）を定期的に所定の部所

（国際部国際課又は学芸学部（国際教養学科）事務

室）に提出すること。 
６）留学先地域やその周辺地域において、テロや大規

模な災害等の事態が生じた場合は、速やかに安否連

絡を保証人及び本学に対して行うこと。 
７）外務省『海外安全ホームページ』において、留学

先国・地域に「退避してください。渡航は止めてく

ださい。（退避勧告）」が発せられた場合は、速やか

に帰国すること。 
８）留学期間中（出国日から帰国日まで）、次の行為

は禁止する。 
(１) 自動車、バイク等、免許を必要とする乗り物の

運転 
(２) 違法薬物（麻薬等）の使用、所持 
(３) 海外旅行傷害保険の補償対象外となる危険なス

ポーツ 
(４) アルバイト等の就労。ただし、留学先大学が正

規に実施するボランティア活動やインターンシップ

に含まれる就労、及びキャンパス内で提供されるア

ルバイト等については、勉学に支障をきたさない限

りにおいて許可する。また、現地ＮＰＯやキリスト

教団体等が実施するボランティア活動等への参加

は、自己責任において行うものとする。 
９）留学期間中に特別の事情により留学を取り止める

場合は、所管部所をとおして本学学長の許可を受け

ること。 
10）本学及び留学先大学は、学生が安全かつ円滑に

留学の目的を達成するよう十分にサポートするが、

学生に精神的、身体的な問題が生じた場合には、関

係者、専門の機関等と相談の上、これに対し適切な

処置をとる場合があることを了解する。 
 
ⅣⅣ  留留学学期期間間中中――留留学学先先大大学学  
１）留学先大学の諸規則は、これを良く理解し、遵守

すること。 
２）留学先大学等で、全留学生を対象とする保険加入

が求められた場合、Ⅱ―５）の保険に加え、本保険

にも加入すること。 
３）他の学生を思いやり、教職員に敬意を表すこと。

これに反し規則違反、無秩序、不適切な態度、他の

学生や教職員に迷惑をかける行為等のあった場合、

留学先大学から退学の処分が下される場合がある旨

を心得ること。 
４）留学先大学の建物、備品を大切にすること。これ

らに損傷を与えた場合には、留学生に対し賠償が求

められることがある旨を心得ること。 
５）全ての授業に出席することを基本とする。継続し

て出席できない状況が生じた時は、速やかにその理

由とともに保証人及び所管部所に報告すること。な

お、正当な理由なく出席率が著しく低下した場合、
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Ⅸに従い国際部長が帰国を命じること、及び在留資

格に必要な基準に抵触して現地政府が国外退去を命

じる場合がある旨を理解すること。また、これらの

場合の授業料等は、原則として返還されず、自己負

担となることを了解する。 
 
ⅤⅤ  留留学学期期間間中中のの規規則則――寮寮・・ホホーームムスステテイイ  
１）留学期間中の滞在先は、留学先大学が管理する

寮、又はホームステイとする（留学先大学が提携す

るエージェントを通して管理するものを含む）。な

お、特別な事情により、これら以外の滞在形態を希

望する場合は、事前に保証人及び本学に相談の上、

所定の手続きにより、所管部長の承認を得なければ

ならない。 
２）寮では、各大学・寮が定めるルールを遵守し、円

滑な共同生活を送るように努めること。 
３）ホームステイ先では、各ホストファミリーと充分

にコミュニケーションを図りつつ、そのルール・習

慣の理解に努めること。特に、帰宅時間や家事の取

り決めに関しては、遵守しなければならない。 
４）ホストファミリーやルームメイトとの生活に順応

し、お互いの信頼関係が築けるよう、自ら努めるこ

と。 
５）ホストファミリーとの間に問題が生じた場合は、

まずホストマザーかホストファザーと充分に話し合

うこと。それでも解決の見込みがない時は、留学先

大学のアコモデーションオフィサー等の担当者に相

談すること。特に身体又は精神に重大な影響を及ぼ

す事態が発生した場合は、本学に連絡しなければな

らない。 
 
ⅥⅥ  留留学学期期間間中中のの規規則則――旅旅行行  
１）留学期間中の旅行や日本への一時帰国、及び留学

期間終了後の旅行（第３国を含む）の際は、必ず事

前に保証人の了解を得るとともに、本学に届け出る

こと。また、その際生じる出入国等の諸手続きは、

全て自己責任で行うこと。 
２）留学先大学におけるプログラム開始前の旅行を目

的とした早期事前渡航は認めない。 
３）一人での旅行はなるべく避け、旅行中も保証人及

び本学に対して所在を明確にし、連絡がとれる状態

を保つこと。 
４）外務省『海外安全ホームページ』において、次の

いずれかが発出された国・地域への旅行は、原則と

して禁止する。 
「不要不急の渡航は止めてください。」 
「渡航は止めてください。（渡航中止勧告）」 
「退避してください。渡航は止めてください。（退避

勧告）」 
５）本学から危機管理情報を発信する場合があるの

で、これにも充分に留意すること。感染症を含む衛

生面の問題等を理由に、旅行の自粛を求める場合が

あることを、あらかじめ了解する。 
 
ⅦⅦ  帰帰国国後後のの規規則則  
１）留学プログラム終了後は、速やかに（原則として

２週間以内に）帰国すること。帰国日がこれより遅

くなる場合は、事前に保証人に通知したうえで、所

定の手続きにより、所管部長の承認を得なければな

らない。 
２）留学を終えて帰国したときは、所定の報告書を所

定の部所（国際部国際課又は学芸学部（国際教養学

科）事務室）に提出すること。 
３）留学期間中に履修した授業科目は、所定の手続に

より、帰国後、本学の単位認定（読替え）又は単位

授与の申請をすること。 
 
ⅧⅧ  留留学学のの取取りり消消しし  
留学許可決定後に、次の各号のいずれかに該当すると

認められる場合、国際交流委員会の承認を得て、本

学学長名で留学を取り消す場合があることを了解す

る。 
(１) 提出書類に意図して虚偽の記載をした場合 
(２) 許可なく留学を取り止めた場合 
(３) 本学所管部所の指示に再三従わず、改善の兆し

が見られない場合 
(４) 本学又は留学先大学の秩序を乱し、その教育研

究活動を妨げる行為を行った場合で、特に悪質と判

断された場合 
(５) 本学又は留学先大学の規則・命令等に違反する

行為を行った場合で、特に悪質と判断された場合 
 
ⅨⅨ  留留学学期期間間中中のの帰帰国国指指示示  

Ⅲ―７）に該当し外務省が退避勧告を発した場合、

Ⅷに該当し留学が取り消された場合、又は大規模な

天災・暴動、傷病若しくは長期間の欠席等により国

際部長が帰国を指示した場合は、速やかに帰国しな

ければならない。 
 
ⅩⅩ  責責任任のの所所在在ななどどにに関関すするる注注意意事事項項  
１）本学、留学先大学、留学エージェント、旅行会社

（以下「関係機関」という。）は、滞在中の傷害等

に起因する損害に対し、関係機関の責任が明らかな

場合を除き、原則として賠償責任を負わないものと

する。 
２）留学中の事故・トラブル・病気等における保証人

の現地への渡航費用は、海外旅行傷害保険で補償さ

れるものを除き、原則として自己負担とする。 
３）留学生は、渡航中に万が一緊急な医療処置が必要

になり、自ら意思表示できないときには、保証人が

留学生のために必要な医療処置を選択することを承

諾し、関係機関が保証人との連絡も取れない場合に

は、関係機関及び受け入れ家庭が最善と考える医療

処置を行う場合があることを承諾する。留学生及び

保証人は、これら関係者の処置の結果に対し責任を

問わないものとする。 
以上 
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○派遣留学生数一覧表

Ⅰ．留学開始年度・大学別人数

2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4
MBC 1 2 3

Smith 1 1 2

MBC 2 2

Wells 1 1 2

MBC 1 1 2

Wells 2 2

MBC 1 3 4

Smith 1 1 2

Wells 1 1 2

MBC 1 1 2

Wells 2 2

Fairfield 2 2

MBC 3 1 4

Wells 2 1 3

Fairfield 1 2 3

MBC 3 3

Smith 2 2

SBC 2 2

Wells 3 3

Warwick 2 2

Chatham 2 2

Fairfield 1 1 2

MBC 2 1 3

SBC 3 3

Wells 2 2

Lancaster 1 1

Warwick 3 3

UVic 1 1 2

Chatham 1 1

Fairfield 1 1 2

MBC 2 1 3

SBC 1 1

Wells 1 1

Lancaster 2 1 3

RH 2 2

Warwick 2 1 3

Waikato 1 1 2

Chatham 1 1 2

Fairfield 1 1 2

MBC 1 4 5

SBC 1 1

Wells 1 1

Lancaster 1 1

RH 1 1 2

Warwick 1 1

UVic 1 1 2

Waikato 1 1

Griffith 1 1

Chatham 1 1 1 3

Fairfield 1 1 2

MBC 3 1 4

Lancaster 1 1 2

RH 1 2 3

Warwick 2 2

UVic 1 1

Waikato 1 1

Chatham 1 1 2

Fairfield 2 2

MBC 1 1 1 3

Wells 1 1

Lancaster 1 2 3

RH 1 1 2

Warwick 2 1 3

UVic 1 1

Griffith 2 2

MBC 1 2 3

SBC 1 1

Lancaster 2 2

RH 2 1 3

Warwick 2 2

UVic 1 1

Chatham 1 1 2

Fairfield 1 1

MBC 2 2

SBC 1 1

Lancaster 1 1

RH 3 3

Warwick 1 1 2

UVic 1 1

1998

1999

2000

2001

合計音楽 メディア 社会 こども 英文 日学

学科・年次（留学開始時）

1997

生活 食物

1988

1989

1990

1991

年度 留学先大学

1992

1993

1994

1995

1996
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Ⅰ．留学開始年度・大学別人数

2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4
合計音楽 メディア 社会 こども 英文 日学

学科・年次（留学開始時）
生活 食物年度 留学先大学

Fairfield 1 1

MBC 2 2

Smith 1 1

Lancaster 1 1

RH 2 2

Warwick 2 1 3

UVic 1 1

Griffith 1 1

Saarlandes 2 2

SWU 1 1

Chatham 2 2

Fairfield 1 1

MBC 1 1 2

Wells 1 1

RH 3 3

Waikato 1 1

SWU 1 1 2

Chatham 1 1

Fairfield 1 1

MBC 1 1 2

RH 1 1 1 3

Warwick 1 1

UVic 1 1

Saarlandes 1 1

SWU 1 1

Chatham 1 1 2

Fairfield 1 1

MBC 1 2 3

Smith 1 1

SBC 1 1

Lancaster 1 1 2

RH 1 1 1 1 4

Warwick 1 1 2 4

UVic 1 1

Saarlandes 1 1

SWU 1 1

Chatham 1 1 1 3

Fairfield 1 1

MBC 1 1 1 1 4

RH 1 1 2 4

Warwick 2 1 1 4

Saarlandes 1 1

SWU 1 1

Chatham 1 1 2

MBC 1 3 4

SBC 1 1

Wells 1 1

UVic 1 1 2

Lancaster 1 1

RH 3 1 4

Warwick 2 2 4

Griffith 1 1

Chatham 1 1

MBC 1 1 1 3

SBC 1 1 2

MTA 1 1

UVic 1 1

RH 1 1

Leeds 2 2

Warwick 1 1 2

Saarlandes 1 1 2

SWU 1 1 2

MBC 2 2

RH 2 2

Leeds 1 1

SWU 1 1 2 4

MBC 1 1 2

Griffith 1 1

SWU 1 1 2

2010秋 Fairfield 1 1

MBC 2 1 3

MTA 1 2 1 4

UVic 1 1

Leeds 3 3

MBC 1 2 1 4

MTA 3 1 4

SWU 1 1 2

Chatham 2 2

MBC 1 1 2

MBC 4 1 5

SBC 1 1 2

MTA 3 1 4

SWU 1 1 2

Chatham 1 1

MBC 1 1

Millikin 1 1

2010春

2011春

2012春

2012秋

2013春

2013秋

2009

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008
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Ⅰ．留学開始年度・大学別人数

2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4
合計音楽 メディア 社会 こども 英文 日学

学科・年次（留学開始時）
生活 食物年度 留学先大学

MTA 2 1 1 4

Leeds 3 1 4

SWU 1 1

Chatham 2 2

MBC 2 3 5

Millikin 1 1 2

Saarlandes 1 1

MBC 2 2

MTA 2 1 3

RH 1 1 2

Leeds 1 1

SWU 1 1 2

Chatham 2 1 3

MBC 1 2 3

Millikin 1 1

Leeds 1 1

Chatham 3 3

MBU 1 1 2

Manitoba 3 3

MTA 2 2

RH 1 1

Leeds 1 1

SWU 1 1

Chatham 1 2 3

MBU 1 2 3

Millikin 1 1 2

Providence 1 1

Chatham 2 2

MBU 1 1 2

Manitoba 2 1 3

MTA 2 1 3

UVic 1 1

RH 1 1

SWU 1 1

Chatham 3 3

MBU 2 2

UVic 1 1

Leeds 1 1 2

RH 1 1

Providence 1 1 2

Chatham 2 2

MBU 1 1 2

Guelph 2 1 3

Griffith 1 2 3

SWU 1 1

Chatham 1 1

MBU 2 2

Millikin 1 1 1 3

Providence 1 1

Chatham 1 1

Guelph 3 3

Griffith 1 2 3

RH 1 1

HSD 1 1 2

SWU 1 1 2

MBU 3 3

Millikin 3 3

Leeds 1 1

UNSW 1 1

HSD 1 1

Saarlandes 1 1

Chatham 2 2

HSD 1 1

SWU 1 1

2020秋 ０

Chatham 1 1

Griffith 1 1

SWU 1 1

Sungshin 1 1

Chatham 2 2 4

MBU 1 2 1 4

Leeds 1 1

2020春

2021春

2017春

2017秋

2018春

2018秋

2019春

2019秋

2021秋

2016秋

2014春

2014秋

2015春

2015秋

2016春
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Ⅰ．留学開始年度・大学別人数

2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4
合計音楽 メディア 社会 こども 英文 日学

学科・年次（留学開始時）
生活 食物年度 留学先大学

MBU 1 1 2

Guelph 1 1

Leeds 1 1

HSD 1 1 1 3

SWU 1 1

Sungshin 1 1 1 1 4

Chatham 1 1

MBU 3 3

Guelph 1 1

Leeds 1 1

UNSW 1 1

Saarlandes 1 1

CCU 1 1 2

Providence 1 1

MBU 1 1

Guelph 1 1 2

Griffith 1 1

HSD 1 1

SWU 1 1

Sungshin 1 1 1 3

Chatham 1 1 2

MBU 1 2 1 4

Leeds 1 1

Griffith 1 1

HSD 1 1 2

CCU 1 1

NUK 1 1

Ateneo 1 1

Chatham 2 2

MBU 1 1

Guelph 1 1

Leeds 1 1

Griffith 1 1

UNSW 1 1

HSD 1 1 2

SWU 1 1

Sungshin 2 2

MBU 1 1 2

UNSW 1 1 2

HSD 2 2

Leeds 1 1

Griffith 1 1

SWU 1 1

Sungshin  1 1 2

MBU 1 1

Griffith 1 1

UNSW 1 1

UNSW 1 1

HSD 1 1 1 3

Sungshin 1 1 2

Griffith 1 1

2026秋 HSD 2 2

Saarlandes 1 1

3 1 2 6 4 9 70 18 1 1 40 271 111 1 10 4 1 2 2 557

注記
１　１セメスター留学生の数を含む。
２　2009年度までは、春スタート１年留学制度のみ（ただし、Saalandesは秋スタート１セメスター留学制度のみ）。
３　2010年度以降について、年度の後の「春」は春スタート留学を、「秋」は秋スタート留学を示す。
４　Wells および Lancaster は、2008年度以降、国際教養学科学生の留学先に変更。(Wellsは2024年度に閉校）
５　MBCは、2016年度以降、MBUに大学名を変更。
６　人数は留学開始学期ベース（留学時期を延期した学生は留学開始学期の人数に含む）。

 

2026春

2025秋

合　　計

2023秋

2024春

2024秋

2025春

2022春

2022秋

2023春
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Ⅱ．留学大学別人数（合計）

2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4 2 3 4

Chatham 2 1 2 1 8 35 9 58

* Fairfield 1 11 10 22

MBC/MBU 1 1 2 22 3 15 52 26 2 2 126

* Millikin 1 2 1 6 1 1 12

Smith 1 1 1 4 1 8

SBC 1 1 1 10 2 15

* Wells 1 12 8 21

Guelph 1 8 2 11

* Manitoba 5 1 6

MTA 6 3 12 4 25

UVic 10 7 17

* RH 1 3 1 26 9 3 1 44

** Lancaster 1 6 10 17

Leeds 1 1 1 13 3 1 2 22

Warwick 5 2 22 7 36

Griffith 1 3 14 1 19

UNSW 1 1 1 3 1 7

ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ * Waikato 3 2 5

HSD 1 5 1 1 9 1 1 19

Saarlandes 6 4 1 11

CCU 1 1 1 3

NUK 1 1

Providence 1 2 2 5

SWU 1 8 8 1 5 6 2 1 32

Sungshin 1 1 1 5 3 1 1 1 14

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ Ateneo 1 1

3 1 2 6 4 9 70 18 1 1 40 271 111 1 10 4 1 2 2 557

注記
１　 *  を付した大学は当年度現在、協定大学関係が終了しているまたは協定大学留学の対象外であることを示す。
２　 ** を付した大学は当年度現在、国際教養留学先に移管していることを示す。

学科・年次（留学開始時）

合計音楽 メディア 社会 こども 英文 日学 生活 食物

ドイツ

台湾

韓国

合　　計

留学国 留学先大学

アメリカ

カナダ

イギリス

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

アメリカ
47.1%

カナダ
10.6%

イギリス
21.4%

オーストラリア
4.7%

ニュージーランド
0.9%

ドイツ
5.4%

台湾
1.6%

韓国
8.3%

留留学学先先国国別別割割合合

音楽
0.7% メディア

2.2%

社会
17.4%

こども
0.4%

英文
75.8%

日学
2.7%

生活
0.5%

食物
0.4%

学学科科別別割割合合
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DIC 157DIC 225

同志社女子大学国際部

Study
Abroad

2027年度留学生

協定大学留学への手引き

Study
Abroad
2027年度留学生
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0
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年
度
留
学
生

同
志
社
女
子
大
学
国
際
部

中・長期留学（学部）
http://www.dwc.doshisha.ac.jp/international_exchange/middle_long_term_faculty/index.html


